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地　質　学　論　集
第 21 号　続・日本列島の基盤．加納　博ほか編，331pp., 1982年４月刊，会員頒価 2,400円，〒340円
第 26 号　白亜系の国際対比―現状と問題．平野弘道編，172pp., 1985年３月刊，会員頒価2,000円，〒290円
第 30 号　日本の第四紀層の層序区分とその国際対比．市原　実ほか編，221pp., 1988年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 33 号　西南日本内帯高圧変成帯とテクトニクス．西村祐二郎ほか編，357pp., 1989年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 34 号　堆積盆地と褶曲構造―形成機構とその実験的研究―．三梨　ほか編， 209pp., 1990年３月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 37 号　古日本海東縁の新第三系―層序・古地理・古環境．小林巌雄ほか編， 326pp., 1992年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 38 号　変動帯における砕岩類の組成と起源―日本列島を例として―．君波和雄ほか編，401pp., 1992年３月刊，会員頒価

3,500円，〒340円
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第109年学術大会講演要旨集（2002年９月刊，新潟）会員頒価3,500円，〒500円
第110年学術大会講演要旨集（2003年９月刊，静岡）会員頒価3,500円，〒500円
第110年見学旅行案内書（2003年９月刊，静岡） 会員頒価1,500円，〒350円（静岡大会セット購入の場合送料実費請求）
第111年学術大会講演要旨集（2004年９月刊，千葉）会員頒価3,500円，〒500円
第111年見学旅行案内書（2004年９月刊，千葉） 会員頒価2,000円，〒350円（千葉大会セット購入の場合送料実費請求）
第112年見学旅行案内書（2005年９月刊，京都） 会員頒価2,000円，〒350円

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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日本地質学会広報委員会

現在日本地質学会では，月刊の地質学会News誌とホームページ

で，地質学会の活動やお知らせを会員に発信しています．しかし，

なかなかこの２つの方法では伝えきれない情報もあり，今後さらに

これら２つの隙間を埋めるまたは，News誌とHPをより活用できる

媒体として，メールマガジンを発行することになりました．

・メールマガジン発行回数：月２回程度．緊急のニュースがある場

合，臨時を出します．

・読者：メールアドレスを登録した会員

・対応メールアドレス：パソコンのメールアドレスの他，長文

（3000字程度）を受信できるケータイメールアドレス．

・内容：地質学会の活動やお知らせ，HPの更新内容など．

・投稿：メールマガジンを通じて会員に広報したい内容がありまし

たら，事務局<journa l@geosoc i e ty . j p>および広報担当

<yukiko@e.yamagata-u.ac.jp>までお知らせください．メールマ

ガジンでの広報が適切と判断したものを発信していく予定です．

支部例会，専門部会のお知らせなど，全会員向けでないものでも

受け付けます．

メールマガジンを発行するに当たり，会員のメールアドレス収集

は，まず専門部会等からのデータの提供をお願いする予定ですが，

事務局に“メールマガジン購読希望”と連絡いただければ送信リス

トに加えます．ぜひメールマガジンを会員相互の連絡ツールとして

ご利用ください．

メールマガジンを始めます
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そう言わず聞いて下さい．皆さんご多忙なことも重々承知です．でもど

うぞお願いします．地質学会のホームページために魅力的なコンテンツを

提供して欲しいのです．現在，地質学会の情報活性化を目指してネット環

境の刷新作業が進められています．地質学雑誌やIslandArcそれに学術大

会講演要旨の投稿は，すでにオンライン化委員会によって電子化されまし

た．会員同士の密な情報交換のために新たにメールマガジンがまもなく始

まり，タイムリーにニュースが配信されます．またホームページも一般読

者を増加させるべく，今秋リニューアルされます．これらに掲載する学術

論文，ニュース，写真，原稿等をどしどし投稿してほしいのです．

ところでメールマガジンやホームページといったインターネットメディ

アに原稿を投稿するメリットはなんでしょうか？？ インターネットの特

性はいろいろ指摘されていますが，私たちにとって特筆すべきは次の２点

ではないでしょうか．まずひとつはアクセス数です．現在の地質学会ホー

ムページには，１年間に約５万人もの読者が訪れ，65万ページも読まれて

います．もうひとつのポイントは，掲載記事は長期間アーカイブされると

いうことです．アーカイブされている限り，インターネット検索サービス

によってリファレンスされ続け，たとえ古い記事であっても社会的関心が

向いた瞬間にアクセスが沸騰するという事が起き得ます．執筆者にとって

これらは既存メディアにはない大きなメリットになるでしょう．

インターネットでは，注目を集める良いコンテンツほど検索サービス上

位にランクされ，一段とアクセスが増えていくという正のフィードバック

が働きます．会員の皆さんからの，質が高く，わかりやすく，信頼できる

コンテンツは，きっと良い循環に入り，たくさんのアクセスを受けて一段

と輝きを増すことでしょう．そうして数多くの一般読者の目に触れること

で，地質学会の学術・社会・教育活動が理解されるばかりでなく，その背

景にある地球観・自然観も広く社会に浸透していくものと考えられます．

インターネット委員会では，皆さんからの優れた原稿が効果的に読まれ

るように，いわゆる検索エンジン最適化など様々な工夫を講じていきます．

しかしそういったテクニックは小手先の技術にすぎません．ホームページ

の魅力は，コンテンツの魅力そのものです．皆さんにご協力頂き，すばら

しいコンテンツをそろえることができれば，アクセス数は現在の２倍いや

３倍になること間違いなし！そう確信しています．

現在以下の企画が検討中されています．いずれもホームページから投稿

できるように準備中ですので，ぜひ応募してください．お待ちしています．

また委員会からも積極的に原稿を依頼しますので，どうぞ表題のようなこ

とはおっしゃらないで下さい．

新企画（名称仮名）

メルマガ：会員向けにタイムリーにメール配信されます．シンポジウムや

地質関係情報など掲載を希望する情報をお寄せください．

一般的Q&A：知識普及のための想定問答集．

自由コラム：会員による自由なメッセージ．

研究最前線：一般読者向けの学会各賞および学術大会シンポジウムの研究

紹介．

国際活動のノウハウ：海外調査・研究経験豊富な会員による現地情報とア

ドバイス．

これらの新企画に加えて見学旅行案内書や書評，ニュース誌の表紙写真

などもウェブ化されます．またホームページの原稿募集，ニュース誌表紙

写真のウェブ化等に伴いまして投稿規定，保証書，著作権譲渡承諾書も新

たに整備されました．詳しくは地質学会ホームページをご覧ください．

現在インターネット委員会では，日本地質学会として社会全体に対して

の情報発信力を強化していくべく，Webを中心としたネットワーク環境

のリニューアル作業を進めています．近年のWeb技術の進歩は著しく，

blog，Wikiに代表されるように，ネットワーク上で情報を発信することは

ずいぶん容易になりました．HTML等の言語を習得することなく，思い

たったときにWebブラウザ上から，文字・画像・位置情報などさまざま

な情報をネットワークを通して全世界に向けて容易に発信できるようにな

りました．

これから構築するシステムでは，これらで利用されている技術を導入し

て，ネットワークを通じて必要な情報を入手しやすく，そして情報発信し

やすい環境づくりを目指しています．具体的には，情報入手の面では，

メールマガジンの配信やRSSフィードを利用した更新情報の提供，投稿記

事の検索機能の強化，そして検索エンジンへの最適化を行い，新鮮な情報

を素早く届け，必要な情報にアクセスしやすい環境を提供する予定です．

また，情報発信の面では，会員の皆さんからより多くの情報をお寄せ頂く

ため，Webブラウザ上からの投稿も可能となります．この他，ご自身の

会員情報変更などの事務的な処理もWeb上で行うことができるようにす

る予定です．

以上のように，技術的な面ではこれまでより便利に，そして快適に利用

して頂けるようになるものと考えております．しかし，今回のリニューア

ルには，先に述べました通り日本中へ，そして世界へ向けた情報発信の強

化という重大な目的があり，便利になったから良いというわけにはいきま

せん．このリニューアルが本当に成功するかどうかは，会員の皆さんひと

りひとりからどれだけ情報を発信して頂けるかにかかっているといっても

過言ではありません．

これまで投稿されたことのない方は，手順も簡単になりますので，ぜひ

とも今回のリニューアルを機会に，気軽に投稿して頂ければと思います．

とくに，学校，博物館など教育普及の現場にてご活躍の皆さんには，お忙

しいとは思いますが，実践や教材などをご紹介頂ければと思います．また，

学生・院生の皆さん，私のような若手の皆さんにも積極的に投稿して頂き，

自分の成果を全世界に向けてアピールする場としてぜひともご活用くださ

い．

新年度
巻頭 地質学会からの情報を，日本中に世界中にもっともっと発信するために

「ホームページの原稿？　
冗談じゃないよ，忙しいのに」

インターネット委員会
委員長　坂口有人（海洋研究開発機構）

情報発信と入手をより便利に，
そして簡単に

インターネット委員会
平中宏典（新潟大学）
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昨年，平前会長の日本地質学会賞受賞記念講演の中でも指摘されて

いるように（2006年11月号News誌p. 29に掲載），大学の制度改革に

よる疲弊に加え，若者のフィールド地質学離れはかなり深刻であり，

地質学は今元気を失っています．札幌大会準備委員会では，この様な

問題を少しでも解決して行こうという意図で準備が進められていま

す．北海道の大自然が，地質学の素晴らしさを再び呼び覚ます契機に

なることを大いに期待しています．

1．札幌大会では，地質学会同窓会を開催いたします．
実施要領は以下のとおりです．各大学は奮ってご参加ください．

（1）９月９日（日）20：00－21：00，生協食堂南テラス（懇親会

（18：00－19：30）終了後になります）

（2）参加者は入場の際，どこの同窓会に参加するか，受付で申し出て

ください．

（3）各同窓会は，参加人数×500円（スナック・ソフトドリンク代・

会場経費）を準備委員会に支払ってください．

（4）酒類はすべて参加者が準備して下さい．スナック，ソフトドリン

ク，紙コップは提供します．

（5）同窓会開催の詳細は，ニュース誌５月号に掲載いたします．参加

希望校は，準備委員会にお申し込みください．なお，当日は，旗や

幟など学校名が遠目にもわかるものや，最近の活動を紹介するパン

フレット等をご準備いただくと良いと思います．

2．札幌大会では就職支援のためのリクルーティングプロ
グラムを開催いたします．
これは学生・院生および大学教官などの会員を対象に，民間企業・

団体，研究機関等との情報交換を行うことを目的としています．実施

要領は以下のとおりです．奮ってご参加ください．

（1）９月８日（土）13：00－17：00 北大で開催．

（2）内容

１）参加会社は地質学会賛助会員各社および全地連関係各社です．

２）プログラム

・13時からと15時からの２回，各回２時間の開催

・全地連から業界の説明・紹介

・JABEE委員会からJABEEの説明・紹介

・参加各社による数分間のプレゼン

・各社のカウンターで個別説明（１時間程度）

3．Geo-Weekが設定されました

地質学会札幌大会の周辺日程で，地質関連の行事が連続して予定さ

れています．関連行事にジオフェスを加えて，９月２日から地質学会

巡検終了の14日までを“Geo-Week”と銘打って共同で宣伝・広報活

動を行い，地質学の社会的認知度の増大を目指します．

9/2：ジオフェスティバル（北海道立理科教育センターを中心に毎

年開催．略称ジオフェス）

9/6-7：全地連　技術e-フォーラム

9/7-9：産総研　地質情報展

9/9-11（-14）：日本地質学会第114年学術大会

5．宿泊の手配はお早めに
9/9に札幌市内で，大規模な北海道マラソンが開催されます．当日

は市内宿泊施設の混雑が予想されますので，宿泊手配等は予告記事

（ニュース誌５月号）が出ましたら，早めにご準備をお願いいたしま

す．

本号に掲載されました内容につきましてご質問などがございました

ら，行事委員会（main@geosociety.jp）までお知らせください．

日本地質学会行事委員会

日本地質学会第114年学術大会（札幌大会）
日程　2007年９月９日（日）～11日（火）

場所　北海道大学

札幌大会ニュースNo.2

平成19年（2007年）能登半島地震　写真速報

３月25日９時42分頃，能登半島沖の深さ11kmを震源とするマグニチュード（M）6.9（暫定値）の地震が発生し，石

川県の七尾市，輪島市，穴水町で震度６強を，石川県の志賀町，中能登町，能登町で震度６弱を観測しました．

（金沢地方気象台HPより引用http://www.tokyo-jma.go.jp/home/kanazawa/）

以下　写真提供は，石渡　明氏（金沢大学）による

写真１　氷見漁港の突堤の陥没と液状化による砂の噴出跡．

写真２　能登有料道路の盛土部分の損壊．

写真３　関野鼻の崩落の様子．関野鼻では崩落によって海水が濁っており，この付近は今回の地震によって40cm程度

隆起した．

写真４　龍ヶ崎の崩落の様子．

（写真１-４は，共同通信社の取材に同行してヘリコプターから3.26撮影）

写真５　輪島市門前町，総持寺祖院亀山墓地の惨状（3.27撮影）．

写真６・７　旧門前町中心部，家屋の被害（3.25撮影）．

※なお，石渡氏のグループをはじめ，能登半島地震の現地調査報告は，地質災害委員会のページに随時公開されています．

http://www.geosociety.jp

表紙紹介



問い合わせ・送付先：

〒060-8628 札幌市北区北13条西８丁目

北海道大学大学院工学研究科

環境循環システム専攻地圏循環工学講座内

第51回粘土科学討論会実行委員会

米田哲朗

TEL＆FAX： 011-706-6305

メール：ami@eng.hokudai.ac.jp

１．賞の趣旨

信州大学山岳科学総合研究所は，山岳科学

研究のセンターとなることを目指して設立さ

れました．山岳科学研究はフィールド・ワー

クが基本です．多くの若手研究者が「山」の

フィールド・ワークに参画する契機となり，

フィールド・ワークをやり遂げた達成感を味

わうことが出来るようにとの願いを込め，さ

らには高校生・大学生の山岳地域における調

査・研究を奨励することから，「信州フィー

ルド科学賞」および「信州フィールド科学奨

励賞」を創設しました．

２．募集対象

・「信州フィールド科学賞」：山岳地域におけ

るフィールド・ワークを基本として研究して

いる若手研究者（2007年度末で35才以下）を

対象とします．研究対象や分野は問いません．

・「信州フィールド科学奨励賞」：Ⅰ種：山岳

地域においてグループで調査活動を行ってい

る高校生を対象とします．Ⅱ種：山岳地域の

フィールド・ワークに基づいてまとめられた

大学等の（過去３年間に提出された）卒業論

文を対象とします．

３．受賞

・「信州フィールド科学賞」：受賞者は毎年度

１名とします．信州大学山岳科学総合研究所

長名の賞状および副賞20万円を贈呈します．

・「信州フィールド科学奨励賞」：受賞者は毎

年度Ⅰ種：１グループ，Ⅱ種：１名とします．

それぞれに，信州大学山岳科学総合研究所長

名の賞状および副賞10万円を贈呈します．

４．募集期間　　2007年４月１日～７月31日

５．応募方法

応募の書式は山岳科学総合研究所のWeb

サイトhttp://ims.shinshu-u.ac.jp/からダウン

ロードしてください．

・「信州フィールド科学賞」

自薦を基本とし，応募の際に必要とする書類

は，山岳地域におけるフィールド・ワークの

実績・今後の展開と「山岳科学」での研究の

主催：日本粘土学会

共催：日本地質学会ほか

会期：2007年９月12日（水）～14日（金）

会場：北海道大学学術交流会館

〒060-0808

札幌市北区北８条西５丁目，

TEL. 011-706-2141（会館事務室）

日程：

９月12日（水） 口頭発表／特別講演／シ

ンポジウム／懇親会

９月13日（木） 口頭発表／ポスター展

示／ポスター討論／口頭発表

９月14日（金）見学会

講演：

A．一般講演（口頭発表，ポスター発表）

B．特別講演　渡辺義公氏（北大院・工，

北大21世紀COEプログラム拠点リーダー）

（予定）

C．シンポジウム

一般講演の申込方法：日本粘土学会ホーム

ページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/cssj2/

index.html）からお申込みください．発表者

の内1名は本学会会員であることが必要です．

Webページが使えない場合は，下記あてお

問い合わせ下さい．

申込開始：2007年５月22日（火）12：00～

申込締切：2007年６月19日（火）必着です．

Webページからの申込の場合は確認のため

の返信をいたしますので，返信がない場合は

再度ご連絡をお願いいたします．

参加登録料：会員（共催学会員を含む）

3,000円，学生会員 1,000円，非会員 5,000円　

講演要旨集代：3,000円

講演要旨締切：2007年７月20日（金）必着

懇親会：９月12日（水）18：30～　札幌アス

ペンホテル（札幌市北区北８条西４丁目５

番地）

会費：一般　6,000円，学生　3,000円

「粘土科学　第46巻第２号」に添付する参加

申込みフォーム，または官製はがきに参加者

氏名・所属を記入して，下記申込先にお送り

下さい．

見学会：９月14日（金） 目的地：豊羽鉱山

および洞爺湖周辺（予定） 会費：未定

「粘土科学　第46巻第２号」に添付する参加

申込みフォーム，または官製はがきに参加者

氏名・所属を記入して，下記申込先にお送り

下さい．

位置づけなどを2000字程度（A４用紙で２枚

以内）にまとめた調書，研究業績調書（口頭

発表を含む）及び論文等の別刷です．

・「信州フィールド科学奨励賞」

Ⅰ種（高校生）：応募の際に必要とする書類

は，活動実績を示す調書，調査活動によって

得られた成果をまとめたもの及び所属高校長

の推薦書です．

Ⅱ種（卒業論文）：応募の際に必要とする書

類は，山岳地域におけるフィールド・ワーク

の実績と卒業論文の要旨を2000字程度（A４

用紙で２枚以内）にまとめた調書，卒業論文

のコピー及び指導教員による推薦書です．

６．応募書類の送付先および問い合わせ先

応募書類は郵送または持参するとともに，

電子ファイルとなっている調書等については

メールへの添付書類でもお送り下さい．郵送

の場合は，2007年７月31日必着でお願いしま

す．

信州大学山岳科学総合研究所運営支援チーム

〒390-8621 松本市旭 3-1-1

電話：0263-37-2432

FAX：0263-37-2438

e-mail: suims@shinshu-u.ac.jp

どうぶつ社から鉱物の本が出版された．た

いへん喜ばしいことである．今年はリンネ生

誕300年である．リンネの『自然の体系』で

は，自然物は植物と動物と鉱物よりなりたっ
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ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会よ

りの催し物のご案内

を掲載します．

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は締切日半月前

までに，理事会までお申

し込み下さい．

2007年度「信州フィールド科学
賞」募集

宮沢賢治はなぜ石が好きに
なったのか

堀　秀道著

紹　介

どうぶつ社，2006年12月発行，B６版，

308頁，2200円（税別），ISBN4-88622-335-4



しない，採集品に責任を持つ，天然記念物で

規制された場所へは入らない」をあげている．

評者は鉱物ではなく化石研究に関わっている

が，これはすべての自然史研究者に共通する

ことだと思う．

パート４「誕生石の謎」は12の鉱物の話で

あるし，パート５「不思議な石の物語」は著

者の長い鉱物人生を彩るいくつかの場面が切

り出されている．ここで，日本の地質学者の

鑑定能力が低いと著者は嘆き，一般には岩石

と鉱物の違いもいまだに知られていないこと

も嘆かれている．昇仙峡でブラジルの水晶が

売られていることなど，問題は山積みである

が，「言葉ではあらわせない微細な特徴の中

に地球科学の偉大な法則がかくされているの

です」というフェルスマンの精神を愛する鉱

物好きが増えれば，改善されるのではないか

と希望も述べている．

本書はエッセイ集だけれど，多くの鉱物の

記載が書かれおり，研究の入門書ともよむこ

とができる．索引，特に鉱物名の索引があっ

たら，なおよかったと思った．

（矢島道子）

永年つきあっていると，その人が年齢と共

にどのように変化していくのかわかるという

のも人生の愉みの一つかもしれない．猛烈な

勢いで大量の仕事をこなし，学会/学界の権

威にも臆することなく果敢に挑戦していたか

つての姿はまさに「若い虎」であった．そん

な彼が30年後にこのような本を書くと当時誰

ていると考えているし，世界中の自然史系博

物館は植物と動物と鉱物を並べて展示してい

るではないか．

本書の著者は鉱物大好き人間で，現在は鉱

物科学研究所所長であり，テレビ番組『何で

も鑑定団』で鉱物の「鑑定士」として登場し

ている．本書では鉱物大好き人間が，鉱物の

おもしろさを熱く語っている．『宮沢賢治は

なぜ石が好きになったのか』というタイトル

は，宮沢賢治に著者を重ね合わせて，石好き

を誘っているのだ．平易な言葉で石といって

いるが，厳密には鉱物のことである．口絵に

は，宮沢賢治が拾ったであろう美しい石が並

んでいる．北上川の中洲へ行って私も拾って

みたくなってくる．なるほど，宮沢賢治のこ

の小説はこの石に基づいているのかと，つい

つい納得させられる．

パート１「石と芸術家の物語」には，芸術

家として，宮沢賢治，ミケルアンジェロ，

モーツアルト，ゲーテが登場するし，パート

２「石と歴史の物語」では，吉良上野介，平

賀源内，木内石亭，佐藤信淵，柳田国男，マ

ルコ・ポーロ，あるいはエメラルドの切手な

どが登場する．人々が石と干渉して生きてき

たことがよくわかる．日本にもモ－ツアルト

石が産出するようだし，ゲーテ鉱は一般的ら

しい．石亭の『雲根志』に寄せて，著者は

「石と雲の関係がよくわからない日本人は幸

せなのである」と逆説的に日本の自然の素晴

らしさを述べている．平賀源内については多

くのページを割いている．どうやら著者も平

賀源内が大好きなようである．石を求めて，

エルミタージュ博物館やツァルスコエセロー

宮殿を訪ねてみるのもいいなあと教えられ

る．

パート３「石をめぐる人々の物語」では，

古今東西の石のコレクターが登場する．ミネ

ラルショーは，今でこそ，入場料を取るにも

関わらず満員であるが，日本では著者たちが

おそるおそる始めたことが書かれている．日

本ではあまり知られていないが，コレクター

の先進国アメリカでは，小さな鉱物を集めて

いるという．学びたいことだ．ミネラル・コ

レクションの神髄は自分で採集することであ

ろう．著者に大きく影響を与えたロシアの鉱

物学者A.E.フェルスマン（1883-1945）は

「鉱物採集とは注意力と観察力をと頑強さを

要求する一種独特の魅力あるスポーツであ

る」と言っているという．なるほどコレク

ションはスポーツと考えるといいのかもしれ

ない．日本の鉱物産地の多くが，心ない採集

者によって荒らされていることに著者は心を

痛めて，鉱物採集のルールとして，「採集し

た石を他の場所へ捨てない，必要以上に採集

が予想しただろうか．おそらく彼自身もそん

なことは考えたことがなかったかもしれな

い．

ここに紹介する「ココロに残る科学のおは

なし」は，タイトルや本の装丁から判断する

限り，明らかに子供向けに書かれたものであ

る，しかし，敢えてここに学術団体の公式出

版物で紹介する理由は，その内容が決して子

供向けでは済まされないからである．本書は

著者自身の経験に基づく彼の科学観の集大成

ともいえ，かつての「若い虎」から成熟した

科学者となった丸山氏が次世代へ語りかける

メッセージである．読者の意欲をそぐので，

内容の詳細は明かさない．ただ，日常私たち

が営んでいる，あるいは営んでいるつもりの

科学とは何をする行為なのかという基本的問

題について，改めて考えさせられるメッセー

ジが多く含まれていることだけを強調してお

きたい．小学生にもわかる平易な言葉が選ば

れている故に，そのメッセージは単純明快で

ある．

昨今，子供たちの理科離れがしばしば話題

に上る．「こんなことでは日本の将来はおぼ

つかない．」と声高に叫んでいる大人たちも，

実はその原因が大人たち自身にあるとウスウ

ス感じていながら，それをどのようにして克

服するのかが判らないので，皆で口をつぐん

でいるというのが，実態ではないだろうか．

大人たちとは，もちろん親や小学校・中学校

の先生だけではない．一見，初等教育とは無

関係のような顔をしている大学の教員/研究

者にも大きな原因があると思われる．

科学は人間が長い経験を通して獲得した本

当にエキサイティングで意味のある営為であ

る．ただ，それを行うことが人類の歴史にお

いてどういう意味があるのか，またそれを行

う個人の人生にとってどういう意味があるの

か，ということを日頃から深く考えている者

は，プロの研究者でも意外に少ないかもしれ

ない．「科学の質」がそれを行う研究者の

「人間の質」に通じることは，時代，地域，

人種を問わず，しばしば現場で感じることで

ある．専門用語を多数知っていることや，英

語に堪能であることは，科学を進める上で大

きな助けになるが，それらは科学の本質その

ものを決定する要因にはなり得ない．今の時

代，日本の多くの研究者は，目先の最新知識

の獲得や論文執筆という「日常業務」に追わ

れて汲々とし過ぎてはいないだろうか．21世

紀の日本を担う良質な研究者予備軍を育むた

めに，一家に一冊「ココロに残る科学のおは

なし」をお薦めする．

（磯闢行雄）
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丸山茂徳　著・大石容子　絵

数研出版，2006年５月発行，A５版，

198頁，1600円（税別），ISBN4-410-13830-8



移入：NSETと日本の先端研究機関の協力関

係」（Collaborative Efforts on Appropriate

Technology Development, Exchange and

Transfer: NSET’s Collaboration with

Leading Institutions of Japan）であった．

NSET（National Society for Earthquake

Technology（Nepal）は災害軽減の研究と開

発について，日本の建築研究所（BRI），三

重大学，国立地球科学研究・災害軽減研究所

（GRIPS）と協力関係を持ち，技術開発，交

換と移入を実施しつつある．さらに，山岳地

帯における低価格耐震住宅普及による民生の

向上を目標として，国連の広域開発センター

（UNCRD），兵庫県災害対策機構，世界住宅

百科事典（WHE）と共同で取り組んでいる．

さらに近い将来の課題として，ネパール特有

の石造住宅の耐震強化について，東京大学の

協力を得て進めていく計画が紹介された（組

織の名称の訳は正確ではない）．

ティータイム30分間の休憩を挟んで，後半

は２題の講演があった．

第四講演はH.Shrestha（愛媛大学卒，現ネ

パール工科大学助教授）による「ネパールの

自然災害」（Natural Disasters in Nepal）で

あった．ネパールにおける過去の地震，地す

べり，洪水災害について，多くの総合データ

を元に概要が紹介され，その軽減対策と今後

の問題が指適された．

第五講演はJ.R. Pokharel（トリブバン大学

工学部災害研究センター）による「ネパール

の地震災害対策」（Some Measures to Face

Earthquake in Nepal）であった．ネパール

の山岳地帯に特徴的な石造家屋に対して，ガ

ビオンワイヤーや竹による耐震強化が如何に

低価格（一軒の強化経費約3200円）で効果的

にできるかが強調された．また，動物地震予

知の中で，最も効果的で容易なものとして，

蛇庭による予知を提案し，ネパール全土にこ

の方式を広めることの重要性を強調した．

それぞれの講演に引き続く質疑応答は大変

に活発であったが，その殆どは研究者，技術

者ら招待参加者らであった．第五講演の後に

は講演全体を通じた質疑応答と，参加者を含

めたオープンディスカッションがあった．こ

れも大変に活発で熱意溢れる感じがあった．

如何にカトマンズの地震災害を軽減するか，

参加者はみな真剣に悩んでいることが実感さ

れた．

カトマンズでは，今回のような災害軽減シ

ンポジウムが毎年数回は開かれている．しか

し，そのシンポジウムで強調される災害対策

表題の公開シンポジウムが，昨年11月19日

にカトマンズの日本大使館で行われた．トリ

ブバン大学トリチャンドラキャンパス地質学

教室，ネパール工科大学，愛媛大学とゴンド

ワナ地質環境研究所の共催，日本大使館（在

ネパール），日ネ協会とネパール地質鉱山局

の後援で，日本ネパール国交50周年記念週間

への参加事業でもあった．

参加者はカトマンズ在住の研究者，技術者，

政府・自治体の関係機関・部門の担当者など

の招待者らと，新聞広告に応募した一般市民

ら総数約130人であった．平素は厳しい警備

で入りにくい大使館も，この日はシンポジウ

ム主催者が発行したトリブバン大学ロゴマー

クを押した名刺大の紙切れを守衛に示すと，

誰でもすぐに入構することができた．会場は

大使館の多目的ホールで，椅子90脚が用意さ

れている．これに，さらに40脚ほどを外部か

ら借り，会場収容人数一杯の130人分が用意

された．

シンポジウム開始30分前には，すでに大半

の参加者が集まり，会場に隣接する中庭に用

意されたお茶とスナックを肴に，懇親会よろ

しく大いに話がはずんでいた．

シンポジウム世話人を代表してトリブバン

ン大学のV. Dangol地質学科主任から趣旨挨

拶の後，第一講演は吉田　勝・B.N.Upreti

（トリブバン大学）の「迫り来る中部ヒマラ

ヤ 巨 大 地 震 と カ ト マ ン ズ の 危 機 」

（Impending Great Central Himalayan

Earthquake and Possible Disaster in the

Kathmandu Valley）であった．ここ数百年

間巨大地震のない中部ヒマラヤ地震ギャップ

問題，そのギャップの東端にかかるカトマン

ズの高い被災の危険性と巨大地震に対する脆

弱性が，これまでにJICAを始めいくつかの

地元機関によってなされた調査・研究を総括

して提示された．

第二講演はS.N. SapkotaとS. Rajaure（ネ

パール地質鉱山局）の「ネパールヒマラヤに

おける地震・測地モニタリング（Seismic

and Geodetic Monitoring in the Nepal

Himalaya）であった．ネパール地質鉱山局

は1980年代からパリ大学と共同でカトマンズ

周辺に地震計を設置し，その後さらに全国21

箇所に拡充した．一方1995年からは米国の数

機関と共同して，GPSシステムによる測地点

を全国13箇所に設置した．これらの地震計お

よび測地点は，ネパールにおける地震災害対

策の基礎となっていることが強調された．

第三講演はE.R. GuragaiとA.M. Dixit

（NSET-Nepal）による「技術発展，交換と

の必要性と具体的な提案は今ひとつ，政府・

自治体の取り組みに効果的に生きてこない．

今回もそのような嘆きともどかしさの声が

あった．しかし一方で，今回を含め，これら

のシンポジウムの成果は，徐々に関係当局に

還元されつつあるとの指摘もあった．

今回のシンポジウムは，市民に地震災害の

危機を訴えることと，政府・自治体の取り組

み強化を促すことが目的であった．当初は一

般市民を対象に計画されたが，いつの間にか

専門家らの招待者が100人以上になり，一般

市民の参加者が30人程になってしまったこと

はやや残念であった．シンポジウム経費は新

聞広告，茶菓，謝金，文具などで総額20万円

弱であった．この経費は日本の共催組織が負

担した．

なお，本シンポジウムの１週間後の11月

25-26日には，「地質災害，インフラマネージ

メントと世界遺産保護」國際学術シンポジウ

ムが愛媛大学とネパール側２機関の共催で行

われた．さらに28-29日には「ヒマラヤにお

ける地震，地震テクトニクスと地震災害」國

際シンポジウムがネパールとフランスの研究

機関の共催であった．いずれのシンポジウム

も国際色ゆたかで，それぞれに総数30～40の

講演の過半数が，ネパール以外の研究者によ

る研究あるいは多国籍共同研究であった．カ

トマンズではこのように毎年，災害地学関係

のシンポジウムが多く，それをメディアもよ

く報道し，研究者はもとより行政や一般市民

も，地学と災害の結びつきを普通に感じてい

るようであった．
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写真上　第二講演後の質疑で発言する参加者

（写真提供：T. Gautam）．写真下　オープ

ンディスカッションで，吉田（座長），R.P.

Shre s t ha（医学博士，発言者），A.N .

Bhandary（ネパール地すべり学会長）と

P.B. Thapa（トリブバン大学，Reporter）．

（写真提供：T. Gautam）

ネパールの自然災害と対策「公開シンポジウム」報告

吉田　勝（ゴンドワナ地質環境研究所）・V. Dangol（トリブバン大学）

学協会・研究会報告



中，目的の周口店には行けず，面接を希望さ

れていた裴文中氏の所在はつかめない日が続

いた時，シャルダンには会えるかもしれない

という事で私も同道して，天津の北彊博物院

（英文では黄河・白河博物館）へ行きました．

シャルダン師に面会を求めましたが，居留守

を使われたらしく，別の神父さんに丁重に館

内を案内されただけで帰ったことがありまし

た．また，これよりさき1938年10月，早坂一

郎先生のお供をして西城の地質調査所に或る

学者を訪ねたときのこと，事務室内の狭いと

ころで２人きりで短時間の話でお分かれにな

り，私は，そばに寄ることも出来ず，この不

思議なこの光景を眺めていたことがありまし

たが，今となってはその理由が判るような気

がします．

裴文中とシャルダン 1980年９月上野の

国立科学博物館で開催された北京原人展と同

時に来訪された原人頭蓋骨化石発見の功労

者，中国科学院古脊椎動物與古人類研究所教

授，裴文中博士の講演会（裴，1980）では，

頭蓋骨発見の感想が素朴な言葉で伝えられ，

発見当時の状態をそのままの現地を知る者に

とっては感動を覚える一時であり，また最後

にしめくくった次の言葉は印象的でありまし

た．

「・・・・・・周口店の仕事の重要さは頭蓋

骨の発見ではなく，石器と火の使用跡の発見

であった．・・・・・しかし当時の所長翁文

は石器を捨ててしまえと言うので，困り，

その説得のためにフランスから権威者を招い

て鑑定を依頼して，ようやくおさまり，翁も

別の仕事についたため，自分も長年石器の研

究を続けられることになったが，長年の上司

の圧迫による困難な時代経過があった．周口

店の発掘の成果は，人の化石の発見と旧石器

時代の存在の発見である．しかしこの仕事は

当時の中国の半封建的・半植民地の社会で

は，今日の若い人達には理解できない程困難

なものであった．今日の共産党の成立以後で

北京原人発掘の地，周口店 日米開戦

と殆ど同時に起った北京原人失踪事件の報

道，1980年上野の国立科学博物館などで開催

された，北京原人展とこれらに関連した多く

の出版物，また原人展と同時に来訪された原

人頭蓋骨化石発見の功労者，裴文中博士の国

学院における講演会からは当時は知ることの

できなかったもう一つの世界を知ることにな

りました．

北京原人化石発見は，1918年アンダーソン

（スウェーデン）の鶏骨山調査にはじまり，

中国の人たちのほか，ブラック（カナダ），

ボーエン（スウェーデン），ツダンスキー

（オーストリア），シャルダン（フランス），

ワイデンライヒ（アメリカ）など多くの外国

人が関わり，国が違い，立場がことなる人々

の共同作業でありました．平和が60年続いた

今日とこれら当時の記憶を思い合わせると

き，いろいろと気づき，考えさせられること

が多く，思いつくまま書き留めてみましたが，

国際交流の大切さを感じます．

周口店の不幸な出来事 賈・黄

（1984）※注1は，裴文中フランス留学後，1931

年以来終生を周口店の発掘に関わった賈蘭坡

（1908-2001）等の正史をもつ国の学者らしい

詳細な発掘経緯の記録です．

私たちの周口店の第一印象はスカラベが糞

をころがす静かな片田舎でありましたが，こ

の数ヶ月前までは，八路軍の指揮下にある抗

日便衣（通常服）隊と日本軍の指揮下にある

便衣隊との激しい戦闘の中にありました．発

掘事務所を占拠していた抗日便衣隊撤退後，

ここに残留していた従業員３名は抗日便衣隊

を助けた容疑で処刑されるという不幸な出来

事が起こっていました．当然ながら発掘主任

であった賈蘭坡氏やその指導者であるシャル

ダン師などに傷を与えたことは文中に読みと

れ，この事件が我々の行動にも影響を与えて

いたことを本文を見て気づかされました．

それは1940年10月高井冬二さんが北京滞在

は考えられない，悲惨なものであったことを

伝えておきたい．」

賈蘭坡氏が，賈・黄（1984）の末尾で，

「シャルダン神父の誕生百周年記念」と題す

る一文を捧げていることとは対象的な言葉

が，講演では聴かれました。

1929年の裴の最初の頭蓋骨発見を，シャル

ダンがフランス本国へは，自分が発見したと

報じたことについて，シャルダンのことを

ファーストネームの英語読みで，呼び捨てに

し，２度も繰り返し述べられ（しばらく誰の

事かわからなかった），驚かされました．よ

ほど心に秘めかねたものがあったのだと思わ

れます．

赤堀英三とワイデンライヒ 原人化石

に手を触れた唯一の日本人としての記述（赤

堀，1981）で，日中間の難しい時代（1934年）

に赤堀博士が周口店の発掘事務所で裴文中と

一夜懇談したことや，ワイデンライヒからは，

直接化石の全てを並べて見せられたという裏

話が詳しく記されています．これらをみると，

裴文中やワイデンライヒは既に日本人とは交

流があり，その感情はシャルダンや賈蘭坡と

は異なっているようです．赤堀博士は1934年

５月，周口店の一夜を次のように書いていま

す．『柳条溝事件（1931）後の不穏な時期に

李四光教授の好意で周口店の見学が可能とな

り，裴文中発掘主任の案内で，“石灰岩地帯

の地点から地点へとくまなく案内を受け，そ

の晩は発掘現場とは思われない結構な洋食

コースの接待を受け，さすがにロックフェ

ラー財団の支援だと舌を巻きながら，遅くま

で懇談に有益な時間を過ごすことができまし

た．』

また1935年のロックフェラー病院訪問は次

の通りです．

「ワイデンライヒ博士に案内されて入った隣

の作業室には，奥まった位置に中型の金庫が
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地質学と出会った頃/印象に残っている調査，研究/影響を受けた論文，書籍，講義，
研究者/現在では観察できなくなった露頭/今だからはなせる裏話/など

津田会員よりお寄せいただいた，戦前の中国でのお話を全4回でおおくりしています．

日米開戦直前の北京の地質屋（第3回）
周口店の石灰岩調査：余録

正会員　津田貞太郎（元　日本セメント（株）技師）
周口店の石灰窯：窯といっても，石灰岩と無

煙炭を写真のように積み上げ，周囲をロープ

で縛って焼く．無煙炭は近くの山でとれる．

※注１　北京原人の頭蓋骨発掘経緯を記した，賈・黄（1984，p.202）に「・・・・中国地質調査所は接収され，一時期，日本の学者・冨天達によって内
分泌研究所に改められた．・・・」という記述があります．これは冨田達先生のことを指しているのではないかと思われます．「天」と「田」は発音は
同じで，アクセントが異なることから，耳に入った情報がもとの記述かと思われます．当時北京大学医学部に同姓の教授がおられ，冨田先生はよく間違
えられると話しておられたので，一応疑義を呈しておきます．



なります．

中薗氏は，ロックフェラー病院のすぐ手前

にあるマズルカという喫茶店で，「北京原人

調査にやってきた高井冬二講師からベートー

ベンの『運命』を聴きながら，レクチャーを

受けるようになろうとは予想だにしなかった

ことだった」と書き，中薗氏の上記著作には

しばしば高井冬二の名が出てきます．マズル

カは高井さん在燕中しばしば落ち合った私に

も懐かしいところです．渥美さんが裴博士の

もとに届けた多量の化石は，化石の産出も意

外であれば裴博士のもとに届けたということ

も意外なことでありました．渥美さんは出土

した多量の化石をしばしば北京の裴　文中の

もとに届け，２回ほど大学の教授食堂で会食

を催して労をねぎらわれ，その際，鳥居竜三

博士の長女が通訳として立ち会われたという

ことは予想ができないことでありました．燕

京大学客員教授であった人類学者鳥居博士は

一時日本軍に軟禁され，また中薗氏が1942年

夏，裴文中に取材のためインタビューした場

所が北京師範大学校庭の一隅であったと書い

ている当時の空気を思い合わせば，少なから

ず驚きを禁じ得ませんが，うれしい話であり

ました．

華北セメント社 華北セメント社と小野

田セメント社の渥美憲二さんの名前が出るこ

とには多少複雑な事情がありますので，説明

を加えます．

北京付近のセメント工場の建設について

は，当初浅野セメント社が計画し，その原料

調査に1937年江原栄太郎（のち石灰石鉱業協

会専務理事）が予備調査を行い，1938年北京

事務所が開設されるとともに園川　馨と津田

（筆者）が駐在して調査を続行，周口店を原

料地と定めていました．その後，国の方針に

よってセメント工場は全セメント会社の共同

出資によることとなり，1940年「華北洋灰股

有限公司（俗称：華北セメント）」が設立

され，その事業の一部である原料採掘は小野

田セメントが分担することとなりました．こ

のため原料部門についての現地の事情は私ど

もの耳に入ることもなく，化石の産出につい

ては，中薗（1996）によってはじめて知った

次第です．しかし化石産出場所については確

認しておく必要があると思いましたが，渥美

さんは1991年に他界，中薗氏に資料を提供さ

れた上野　孝さん（2002年他界）には電話で

問い合わせたところ「自分は上司の渥美さん

からしばしばこの話を聞かされていただけ

で，現地については全く知らない」との返事

で，化石発掘場所については確定する道を閉

ざされてしまいました．しかし賈・黄（1984，

p.144）に「この時四合 一帯の土地は琉璃

あってワ博士は自ら錠をまわし，内部からシ

ナントロプス化石骨を１つ１つ，別のケース

に納まった数々の化石歯まで全部（四肢骨は

なかった）を取り出すと，『ステキじゃない

か』といいながら，テーブル上に並べ直しま

した．『手にとって十分に観察するがよい．

現物は一切この部屋から外にだしたことはな

い．君は日本人として最初に触れることにな

る』と付け加えました（後日最後の日本人と

もなった）．

高井冬二・中薗英助 中薗英助氏（作家）

は，私が着任したと同じ頃に，北京に留学し，

唯一の邦人紙であった東亜新報社に入社，北

京原人失踪事件を担当しました．60年を経て

1996年５月～翌５月まで岩波「図書」に北京

原人伝（中薗，1996）を連載し，2002年に北

京原人追跡（中薗，2002）として刊行，北京

在留邦人の側から見た北京原人とその失踪事

件を詳しく追跡しました．この中に，私の知

り得なかった華北セメント社の石灰岩採掘場

開設（1942年５月～1943年10月）に際して出

土した多量の化石を，小野田セメント社　渥

美憲三さんが裴文中博士のもとに届けたとい

う賈・黄（1984）では触れられていない化石

の産出が書かれています．これは私の予想も

しなかったことでありますので，後にふれて

おきます．

高井冬二さんと原人化石との対面は1940年

10月末と思います．前記した高井さんに同道

して天津のシャルダンを訪ねた２-３日後の

こと，高井さんから，明日化石が見られるこ

とになったが君も同道しないかと，うれしそ

うな声で電話があり，私は当日蒙彊政府から

の呼び出しがあって，千載一遇の機会を逃し

ましたが，高井さんのこのときの対面が，

1942年８月長谷部言人教授との化石失踪事件

の共同調査や中薗氏の取材に関係することに

河セメント工場※注2の所有となり，採石場に

なっていた．西の遠くないところから，岩石

を爆破する大きな音が聞こえてくる」の文面

から推定すると，おおよその位置は私どもが

採掘場開設を予定したところと一致します．

その場所は現地に行けばわかることですが，

竜骨山の西南１km，周口店站の西側一帯に

見える多くの石切場のある尾根の向こう側斜

面の南端近くです．この場所は化石の主な産

出場所である竜骨山の北斜面が，二次堆積物

や洞穴が多く，また，１km2近くの山地の雨

水を集める漏斗の底をなす地形と異なり，起

伏が少ない斜面であることから，ここから多

量の化石が発見されることは予想できなかっ

たところです．

ロックフェラー病院のこと 北京原人

化石発掘事業の資金は，スウェーデンの民間

と政府の支援にはじまり，やがてロックフェ

ラー財団がこれを支え，北京のロックフェ

ラー病院はその本拠でありました．ロック

フェラー病院の名は，ロックフェラー財団が

設立した病院を付属する北京協和医学院

（PUMＣ）の北京における俗称で，中薗も詳

細に紹介している通り，大理石の階段上に瑠

璃色の甍を反り返らせた壮麗な偉容を誇って

いました．東亜新報（当時の北京での邦字新

聞，主幹高木建夫）の北京百景には次の記事
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北彊博物院（英文では黄河・白河博物館）．

現在は，河西区に移設され，天津自然史博物

館．

写真上．胡同の風景．写真下．中国の典型的

な民家の構造，四合院

※注２　華北セメントの工場は京漢線琉璃河站に接して1944年に完成（共同出資となったため工事は著しく遅れた）．終戦までセメント73,000トンを出荷．
従って石灰岩は約10万トンを採掘したことになる．
※注３　胡同（hutong）は主に北京市の旧城内を特徴づける横町や路地のこと．北京には約3000の胡同があったという．また，伝統的家屋建築である四合
院が多く胡同に面して建てられている．



DOWN WITH BRITAIN」の大きな横幕が

見られましたが，アメリカの文字はありませ

んでした．賈・黄（1984）によれば，盧溝橋

事件後の中国地質調査所の人件費は勿論，北

京大学地質学教授やA. W. GRABAUの給料

もロックフェラー財団が面倒をみていたと記

されています．

鶏骨山 北京原人発見の端緒はアンダーソ

ンの鶏骨山にける獣骨化石の発見にありま

す．しかし鶏骨山の名は，1980年東京国立科

学博物館における北京原人展では竜骨山と同

義語とし，1996年7月24日NHK放映の人間大

学「人類のルーツを探る」では，竜骨山と谷

を隔てた東の石炭紀の山が写し出されている

など，軽く扱われています．文献上では，楊

鍾健（1933）では，白図上に第６地点として

示し，賈・黄（1984，p.20）では，「鶏骨山

は周口店駅の西南２kmのところにあり，平

野に望む石灰岩の丘陵である．・・・・・鶏

骨山という名は，土地の人が小さな骨を鶏の

骨と思って名付けたものであろう・・・」と

書いていますが，図示されてはいません．私

どもは，1/2500実測図作成に際し，地名・山

名等記入の必要から，村人に名称を聞きまし

たが，1939年の大雨で周口店站付近の部落は

覇児河の氾濫でほとんどが流出（建築主材が

黄土を固めた干乾煉瓦）したこともあって，

鶏骨山の名を聞き出すことができなかったの

ですが，文献上の記載位置から判断すると，

（1938年10月）があります．

『（三條胡同※注3）・・・・・・孫文がロック

フェラー病院に入院して死んだ頃，あの死後，

この三條胡同を通るごとに豪壮なロックフェ

ラー病院を仰いで，こん畜生と思ったものだ．

日本の対支文化は何をいったいしちょるの

か，というギフンにえたものだ．おまけにこ

の医学校の中国学生たちは，門のところに立

ちはだかって，フフン，といった顔つきでこ

ちらを見下していたものだ．口惜しけりゃア

メリカ様のロックフェラー財団のまねでもし

て見給え．ヘイ．ジャップといった表情

で・・・・．いまに見ろ，10年もたったら

もっとでっかいものを建てておまえらに頭を

下げさせてやらぁとベルトで縛った本をブン

ブン振り回しながら，この前を通ったことで

あった．-----さて，それから14年．日本人の

流れにもまれながら，孫文がもし今まで生き

ていたら，ロックフェラー病院のかわりに果

たして同仁病院に入院して死ぬだろうか．そ

して，華人はその死を自然のものとして痛哭

するだろうかと考えるのである．この考えは，

しかし，僕の思念の中で決してまだ割り切れ

ていない・・・．』

私もまたこの病院の前を通るたび，カー

ネーギーが，利益を目的としない研究として

ボーエンの岩石学の基礎研究に高額の寄付を

したという話を思い出しながら，アメリカと

いう国を考えていました．この頃（1939年８

月）北京のあちこちの壁に「打倒英国

私どもの作成した地図の呉家坡と記入した小

山以外にはそれらしいものはなく，また呉家

坡の頂上部には数条のトレンチングの跡らし

いものも残っていました．

その後．1941年帰国直前にこの地を訪れた

ときは，石灰窯にも多くの人が働いていて，

その中の一人が，あの山が鶏骨山であると指

さしてくれたのが，呉家坡でありました．竜

骨山から真南に1.5km，周口店站から1.2km，

鉄道に接したレール面から高さ60ｍの小山で

す．NHKで放映された写真は，呉家坡＝鶏

骨山（？）から北方を撮った写真のように思

われます．

引用文献

賈蘭坡・黄慰文，1984，北京原人匆匆来去．

北京・外文出版社．日本経済新聞社協同編．

裴文中，1980，北京原人頭蓋骨の発見．

1980.9.17，國學院大学における講演会．

赤堀英三，1980，北京原人の研究史とうらば

なし．特集北京原人，科学博物館後援会編，

自然科学と博物館　47，No. 2．

中薗英助，1996，1997，北京原人伝，岩波

「図書」

中薗英助，2002，北京原人追跡．新潮社．

楊鍾建，1933，地質専報乙種第５号．

日本地質学会News 10（４） 9

次回は，最終回「戦地での調査というこ

と： 源・井 の石綿調査」です．

学会オリジナルフィールドノート
好評発売中！！

サイズ：12×19cm．ハードカバー，ビニールレザー加工，金箔押し．

カラー：チョコレートブラウン．

用紙は野外調査に最適な，雨に濡れても丈夫な高級紙・レインガー

ドを使用しています．是非ご活用下さい．

ご購入を希望の方は，学会事務局まで． 会員頒価　500円／冊．



１．はじめに

奈良県奈良市と和歌山県新宮市を結ぶ国道169号線では，2007年

１月30日に法面崩壊が発生し，車が巻き込まれ，３名の命が失われ

た．本国道は，紀伊半島を南北に縦貫する延長約167kmの幹線道路

で，半島内陸部と沿岸部とを結ぶ広域ネットワークの役割を担って

いるが，現在は崩壊地付近が閉鎖されている．崩壊原因のすみやか

な究明と，安全を確保した上での開通が待たれているところである．

今回，次のように合同調査を実施した．調査時には，崖から不安

定な石が落下する危険性があり，また，警察の調査も進行中であっ

たため，調査は必ずしも十分ではなかったが，一応の結論が得られ

たので，その結果をとりまとめる．

期日：2007年２月６日（火）13：00－16：00

調査参加者：

千木良雅弘（京都大学防災研究所，日本応用地質学会関西支部長，

日本地すべり学会理事）

諏訪　　浩（京都大学防災研究所）

釜井　俊孝（京都大学防災研究所）

藤田　　崇（断層研究資料センター）

天野　一男（茨城大学，日本地質学会地質災害委員長）

三田村宗樹（大阪市立大学，日本地質学会地質災害委員）

後藤　　聡（山梨大学，土木学会・地盤工学委員会・斜面工学研究

小委員会委員長）

太田　英将（太田ジオリサーチ，同上小委員会委員）

稲垣　秀輝（株式会社環境地質，同上小委員会委員）

２．調査結果

１）災害の概要 災害の発生箇所は，図１に示すとおりであり，奈

良県東部，大台ケ原山の西北西10km，新伯母峯トンネルから南約

１kmにある．道路は，北山川最上流の右岸斜面にあり，河床から

約45m上を通過している．崩壊箇所付近の法面の高さは35mであっ

た．当該法面は，1966年以前に建設された．崩壊した箇所と近傍の

地形図を図２に示す．法面の崩壊は，３回に分かれて発生し，その

内３回目の崩壊によって人命が失われた．なお，３回目の崩壊発生

時には，防護柵が設置され，道路は片側交互通行となっていた．こ

れら３回の崩壊は，奈良県の発表によれば，次のとおりである．

１回目１月18日（木）20：50 体積　100m3（幅20m，高さ30m）

２回目１月21日（日）０：00 体積　80m3（幅18m，高さ25m）

３回目１月30日（火）７：40頃　体積1100m3（幅30m，高さ35m）

このように，いずれも規模としては小規模なものであった．発生箇

所は，図２に示すように，１回目には，法面に向かって右下側が崩

壊，２回目には，１回目の崩壊内部が崩壊，３回目には，１-２回

目の崩壊の左奥側（南側）が崩壊した．

２）気温と先行した降雨 当該地は，標高650mに位置し，冬季は

路面凍結する道路である．位置的に最も近くで得られた気象データ

は，ここから南に10km，標高で300m低い上北山のAMEDAS デー

タである．そこでの気温や降雨状況は現地のものとは多少違うと思

われるが，それによれば，１月の気温は零下３℃から13℃の間を変

動していた．また，１月16－17日に15mm，21日に14mmの降雨が

あった．ただし，21日の崩壊発生は０：00なので，この時の降雨は

崩壊とは関係なかったかも知れない．現地でも地表近くでは凍結と

融解が繰り返されていたものと思われるが，それと崩壊との関係解

明には，さらなる検討が必要である．

３）地形 当該地は，北山川の右岸に位置し，南東にのびる三角形

状尾根の下部に位置する（図１，２，３）．河床から45m上に道路

があり，その山側の高さ35ｍの法面が崩壊した．崩壊した法面の崩

壊前傾斜は55°と見積もられるが，その法肩と道路の路肩とを結ぶ

線の傾斜自体50°なので，掘削前からここが急斜面であったことが

わかる．法面の上方斜面は，38°と相対的に緩傾斜となっていた．

この法肩付近の傾斜変換点は，この法面付近に比較的連続している

ようである．この三角形状斜面の最上部は南東に傾斜する平滑な斜

面に接合している．つまり，この尾根は平滑斜面の途中から派生す

るような尾根である．

４）地質状況 崩壊箇所は四万十帯に位置し，泥質基質中に砂岩や

淡緑色珪質泥岩のブロックが含まれる混在岩が分布する．混在岩の

中には，ブロックが少なく泥岩に近いものがある．ブロックの多く

はレンズ状の形態をしている（写真１-左）．崩壊箇所のすぐ北側に
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図１．崩壊発生箇

所の地形図（国土

地理院，２万５千

分の１地形図「大

台ケ原」「弥山」．

図２．崩壊箇所の

地形図．奈良県

「第１回国道169号

防災対策検討委員

会資料」から．等

高線間隔は50cm．

図３．崩壊発生箇

所の発生前空中写

真．国土地理院撮

影．ckk-76-4-c13-

20，21．



は，砂岩優勢の砂岩泥岩互層が露出していた．これらの泥質部には

鱗片状劈開あるいは層理面に平行な面構造が発達し，それらの多く

には鏡肌が認められた（写真１-右）．層理面の走向傾斜は，概ね

NW-SE走向で，NE に20～40°傾斜していた．斜面の走向はほぼ南

北なので，層理面は斜面とはやや斜交している．これらの面構造を

切断して，南北から北北西走向で東に40度前後傾斜する湾曲した節

理が複数認められた．これらの節理は，鏡肌と条線を有していたた

め，小断層の可能性もある．

崩壊地を正面から見上げると，ほぼ左半分に，上述の低角節理が

複数認められ，それらの下は開口割れ目に乏しい良好な岩盤から

なっていた（写真２）．これらの低角節理の上に開口割れ目が発達

して割れ目が褐色を帯びた岩盤が載り，崩壊地の上部に露出してい

た．この風化して緩んだ岩盤の厚さは約10mである．これらの産状

から，低角節理がすべり面となり，その上の緩んだ岩盤がすべり落

ちたものと考えられる．すべり落ちた岩石は，堆積物から判断する

と，主に砂岩と珪質泥岩のブロックを含む混在岩である．堆積物は，

最大２m程度の岩塊の集合で，岩塊の表面にはしばしば鏡肌が認め

られた．これらの鏡肌は，混在岩が形成される時のせん断によって

形成されたものが，風化と割れ目の開口によって現れたものと考え

られる．崩壊に向かって低角節理よりも左下に露出している岩盤の

下部表面には苔が残されており，この面が崩壊前から地表に露出し

ていたことを示している．したがって，少なくともこの部分では上

記の低角節理は地表に抜けていたことがわかる．しかしながら，低

角節理の最大傾斜方向斜面下部は，現在崩壊土砂に埋まっており，

その部分が事前に地表に露出していたかどうかは不明である．また，

第１回目と２回目の崩壊は第３回目の崩壊に比べると規模も小さ

く，それらの崩壊直後に前述の低角節理がそれと認識できる形で露

出したかどうか明確ではない．崩壊前の写真を見ると，当該法面に

は草木が生えており，岩盤表面自体が良く見えなかった可能性もあ

る．

以上に述べた地質状況から，崩壊の発生要因は次のようであると

考えられる．

a）構成岩石が混在岩であり，もともとせん断による面構造を内在

していた．

b）面構造に沿う割れ目が開口し，地下水が浸透し，風化が促進さ

れていた．

c）斜面斜め下方に傾斜する低角節理が複数あり，これらの低角節

理の上の緩んだ岩盤がすべり落ちた．

３．おわりに

崩壊箇所では国道開通に向け，崩壊発生原因の詳細調査，崩壊箇

所上方斜面を含めての安定確保の検討が進められている．また，崩

壊箇所を含めた国道169号全線の防災対策が検討される予定である．
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写真１．レンズ状のブロックを含む混在岩（左）と，泥岩の鱗片状

劈開と鏡肌（右）

写真２．崩壊内部の写真．左上：北から南を見上げる．右上：崩壊

を正面から見上げる（左半分に白く見える節理面が露出し，その上

に褐色化した割れ目に富む岩盤が載る）．左下：すべり面となった

湾曲した節理面とその上の褐色化した岩盤．右下：崩壊上部から堆

積物を見下ろす．

TOPIC 奈良県国道169号調査結果

全地球観測システム（Global Earth Observation System of

Systems）のことをGEOSSと略称するようです．「GEOSS構築の本

格化を大学における教育研究」と題するシンポジウムが３月２日に

（財）地球科学技術総合推進機構と文科省との主催によって千代田

区立内幸町ホールで開催されました．大学に対して観測研究に関す

るアンケート調査があったことやこの集会への案内がありましたの

で，情報収集のために出席してみました．大学関係者としては初め

て聞くことも多く，全体像をつかみ切れていない恐れもありますが，

地質科学にとっても重要な課題だと思いましたので報告しておきま

す．

基調講演の最初に文科省海洋地球課地球・環境科学技術推進室蝶

坂本修一氏による「世界および我が国におけるGEOSSの動向」と

題する講演があり，2003年の第１回地球観測サミットに端を発する

政策課題としての「地球観測の10年間実施計画（2005年発足）」と

それを支える国際的な組織体制（GEO：地球観測に関する政府間

会合：66カ国とECで構成）の説明がありました．図１に講演で示

GEOSS（ジオス）ってご存じですか！？TOPIC
国際交流委員会　公文富士夫

写真１　パネルディスカッションの様子．



された日本政府の推進戦略の説明図を示しておきます．特徴的な点

は，利用者ニーズに応える戦略的重点化を打ち出していることであ

ります．観測上の主力は，宇宙航空開発機構（JAXA）による衛星

観測と海洋研究開発機構（JAMSTEC）による海洋観測にあるよう

であり，それらを補完する意味で大学や個人の研究が位置づけられ

ている印象でした．また，業務的観測から大学の個別研究に至るま

での観測資料を統合して解析するシステムの構築を目指しているこ

と，大学においては次世代を担う人材の育成が期待されることが述

べられました．

他の講演者としては，国立民族学博物館小長谷教授からデータの

統合や解析に当たっては，現地調査の必要性と限界，データの質の

不均質性の問題が指摘されました．東京大学地震研究所鷹野助教授

からは地震予知や噴火予知観測研究のための情報交換システムが，

過去の苦い教訓を生かして，現在はうまく進んでいることが報告さ

れました．東京大学気候システム研究センター長中島教授から，地

球大気観測とモデリングとを組み合わせることの重要性と「知恵の

るつぼ」としての大学の活用の重要性が指摘されました．その後で，

講演者や他のコメンターを交えて，パネルディスカッションが行わ

れました（写真１参照）．

シンポジウムは，平成16年12月に総合科学技術会議によって策定

されました「地球観測の推進戦略」のもとで，観測研究活動によっ

て得られた知見やデータの分野間・機関間での共有・相互流通の一

層の促進を図る必要があるという認識があり，大学が共有すべき知

見やデータおよびそれらの利用ニーズを明らかにし，知見・データ

の共有化のメリットを広く国内関係者が共有することを目的として

いました．GEOSS計画の成功のために，その趣旨の周知と大学関

係者の協力を求める意味もあったように思えました．また，大学の

個別的研究まで取り込んだシステムの重要性を大学および研究者の

一致した要望としてアピールする狙いもあったようです．参加者か

らはこのようなシステムの安定的な構築には学会の関与が不可欠で

はないか，という指摘もありました．地質学会でもここで企画され

ているような地球環境の把握に貢献できる人材を多く抱えていま

す．戦略的に位置づけられた５つのニーズ（図１参照）は地球科学

に関わるものにとって重要な課題です．一方で，現在の地球環境の

包括的な把握は，現在を鍵として過去を研究する分野としての地質

学にとって大変重要であることは言うまでもありません．今後，

GEOSSや自然災害の軽減といった分野で地質学会としても可能な

貢献を検討する必要があるように思いました．シンポジウムのプロ

グラムはhttp://www.aesto.or.jp/geoss/sympo/で見ることができ

ます．
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TOPIC GEOSS（ジオス）

図１　地球観測戦略の概要（坂本修一氏の講演で提示されたもの）

☆リーフレットシリーズ1・2・3 好評発売中！！
１）大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―

200円（非会員300円）
２）大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions

200円（非会員300円）
３）大地をめぐる水―水環境と地質環境―

300円（非会員400円）

A２版裏表カラー印刷，ハンディタイプでポスターにも
なります．教材としてもご活用いただけます．ご希望の方
はFAXまたはe-mailで学会事務局までお申し込み下さい．
小額の場合切手送付でも可．
FAX 03-5823-1156 e-mail：main@geosociety.jp



最近，地質学雑誌が薄いことに多くの会員が気づかれているもの

と思います．毎号の編集後記ではぎりぎりの自転車操業が続いてい

ることが繰り返し訴えられています．原稿入稿がぎりぎりのため，

印刷の遅れも出始めています．このままの状況が続くと，月遅れ，

あるいは合併号などの措置がいずれ避けられないでしょう．こうし

た状況のもと，理事会や編集委員会企画部会などでは地質学雑誌の

隔月化が真剣に検討されており，理事会では熱い激論が交わされて

います．戦争中の一時期を除いては地質学雑誌の毎月発行という伝

統は100年以上も継続しており，可能であればそれを守りたいのは

誰しも異論のないところです．しかし，現状が極めて厳しいことは

明白で，このままの状況が継続するならば，隔月化以外に選択肢が

ない厳しい状況であることを理解する必要があります．

小論では，過去10年間の地質学雑誌の状況についてまず紹介・分

析します．続いてこの間の企画部会での取り組みについて紹介し．

最後に今後のめざす方向について問題提起します．

１．過去12年間の地質学雑誌の推移分析

１）総ページ数と掲載論文件数の推移 表１には1995年以降の各巻

の総ページ数，掲載論

文件数，論文一件あた

りの平均ページ数が示

してあります．図１に

は総ページ数と論文一

件あたりの平均ページ

数の変化を示してあり

ます．総ページ数が多

い98年まではニュース

誌が分離していなかっ

た時期です．ニュース

誌の分離以降でみる

と，900ページ前後か

ら800ページ弱と年々

減少している様子が分

かります．一見すると，ここ数年は横ばいにも見えますが，2004年

からは特集号が１ないし２号入っていることを考えると，数字以上

に大きな減少率であるといえます．特集号は通常号よりも掲載論文

件数も多く，ページ数も倍くらいとなっているからです．

同様に掲載論文数は過去にもっと低い時期がありましたが（例え

ば2003年），過去２年間の掲載論文数は特集号でかなりの編数を一

号に収録していることを考えると，掲載論文件数の減少傾向は着実

に進行しています．もう一つ特徴的なのは平均ページ数が短くなっ

てきていることで，昨年はついに10ページを割っています．

実はもっと深刻な問題があります．表１には1995年以降の地質学

論集の発行件数が掲載されています．2000年までは毎年１～４件の

論集が刊行されていました．これらの論集には多いものでは20編を

越える論文が掲載されています．2005年から地質学論集を廃止して，

従来の論集は地質学雑誌の特集号として掲載することとなりました

が，それにもかかわらず，地質学雑誌への投稿数は増加していない

のです．つまり，これは日本語論文の数が急激に減少しつつあるこ

とを示しています．

以上を要約すると，日本語論文の投稿件数の減少，平均ページ数

の減少の傾向が一貫して継続しており，いよいよ毎号発行を継続し

ていくのが困難になり始めているといえます．

２）投稿数や受理率，原稿種別の推移 表２に投稿原稿種別が示さ

れていますが，この３年間くらいでみると，総説やノートが増加し

ている傾向が多少認められます．これは，2004年から編集委員会企

画部会の活動が始まったことを反映しているものと思われます，言

語種別でみると，英語による論文は過去３年間くらいでみると10％

前後と減少傾向にあります．

表３には投稿数と受理率が示されています．投稿数はこの数年間

はほぼ横ばい状況ですが，2004年

以降開始された特集号の存在を考

えると，この３年間で減少傾向が

継続していると読み取れます．受

理率は70-80％前後であまり変動

していません．

３）査読プロセスの改善をめざし

て 受理までの期間や初回査読返

送までの期間について次に示して

みます．図２には初回査読返送結

果までの期間の変化の割合を示し

ています．２カ月以内の返送の割

合はこの10年間で着実に短縮されており，昨年はほぼ60％の割合に

達しています．残念ながら３カ月以上を要しているケースもまだあ

りますが，編集委員会では，査読期間の短縮に努力を重ねています．

査読から戻ってこない場合には査読者へ注意を喚起し，場合によっ

ては査読者を変更しています．

一方，投稿から受理までの期間に関しては，最近の４年間に関し

ては７ヶ月以上要するケースは着実に減少していますが，３ヶ月以

内の短期間のうちに受理される件数の割合は残念ながら減少してい

ます（図３）．なお，受理までの期間が異様に短い期間が目立つ96-

97年は，災害の速報などのカテゴリーがあったためだと思われます．

2007年に入ってから電子投稿・査読システムがいよいよ稼働して

いますが，その定着によって，今後，受理までの期間短縮が大いに

期待されるところですが，その効果をみるためにはまだしばらく時

間が必要です．
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図１

（表２）

表３

地質学雑誌の状況と今後の刊行について
（理事・地質学雑誌編集委員会企画部会長　宮下純夫）

表１



以上，全体としてみると，長期的な投稿数の減少は厳然として続

いているといえます．この背景としては，いくつかの要因が考えら

れます．１）評価が厳しくなる状況のもとで，国際誌へ投稿する傾

向が強まっている．２）国立大学の法人化や定員削減の影響などで，

研究者人口が着実に（！）減少している．これは例えば地質学会の

会員数減少にも現れていて，毎年100人規模での減少傾向が続いて

いることにもその影響が現れています．

２．地質学雑誌の最近の状況

企画部会としての活動を開始したのは2004年のなかばあたりから

ですが，特集号やそれに伴う総説の増加などに活動の効果が多少は

現れてはいます．以下に，特集号，特別寄稿依頼，年会時のシンポ

ジウム，その他の改善策などについて紹介します．

１）特集号の最近の状況について 既に投稿されている紀伊半島特

集号の編集が進行しており，遅くとも夏頃までには掲載される予定

です．日高特集号１が昨年掲載されましたが，現在日高特集号２の

準備が進んでおり，まもなく投稿される予定です．地学教育や理科

教育全般に関連した特集号も準備が進められています．この特集号

が成立すると，地質学雑誌が理科教育まで含めて扱うというスタン

スを示せることにもなり，編集委員会としても大いに援助したいと

考えています．

２）特別寄稿依頼の状況 現在２件の特別寄稿を依頼しています．

３）地質学会時のシンポジウムの特集号・総説としての掲載　今回

の札幌の地質学会より，シンポジウム申し込みの際に，地質学雑誌

あるいはIsland Arcでの特集号もしくは総説としての計画を奨励す

ることに決まりました．この計画が前進すると，様々な分野の最先

端の研究動向などに関する総説などが増加することが期待されま

す．

４）これまでの改善策 これまでのいくつかの改善策について以下

に要約します．

◯ノートを最大６ページまでとした．これにより，より多彩なノー

ト論文が可能となっています．

◯ページ制限を原則とすることで長大論文も掲載可能としました．

総説や論説で長大論文の投稿も歓迎します．

◯カラーページの料金を下げる問題：雑誌をより魅力的にするため

の方策の一つとして，カラーの図や写真が従来よりも掲載しやすい

ように，料金の設定について現在検討を行っています．

◯新しいカテゴリー（地質学・地球科学の最新の動向や，アイディ

ア，重要と考える研究結果）の立ち上げに関しても，検討を進めて

います．

５）電子投稿・査読体制について 新年を期して始まりましたが，

多くの新規投稿がこのシステムで行われています．これが定着して

システムがスムースに動くようになると，従来方式よりも，時間短

縮・郵送費の軽減などが期待されますが，これらの効果に対する評

価ができるようになるためにはまだしばらく時間が必要です．

３．地質学雑誌の安定的発行と改善をめざして：今後の展望

他学会でも日本語論文の投稿件数の減少に伴う雑誌の定期刊行に

苦しんでいる状況が伝わってきています．評価の高い雑誌への英語

での投稿という流れは今後ますます強まる傾向は変化しないでしょ

うし，そのこと自体は大いに評価すべきしょう．

この間の編集委員会企画部会での活動や，上に紹介したような改

善策を実施してきましたが，地質学雑誌の危機的状況を脱するには

至っておらず，はじめに述べたように，近い将来には，印刷の遅れ

→月遅れ→合併号といった事態が生じるのは時間の問題です．

そこで，思い切って年間６号体制にすることが真剣に現在検討さ

れています．地質学会ではIsland Arcも刊行していますが，Island

Arc編集委員会でもそれを現行の年４回から６回へとする検討を進

めています．もし双方とも実現されれば，例えば奇数月は地質学雑

誌，偶数月はIsland Arcとすることによって，毎月１回はどちらか

が刊行されているということになります．

和文雑誌でもインパクトファクターがつく雑誌にすることが可能

ですが，そのためには安定的に刊行されている（常に次号くらいま

での手持ち受理原稿があるといった状態）が必要な条件のようです．

年６回刊行ということにすると，少なくとも次号の手持ち原稿を

持っているという，余裕のある編集状況を生み出すことが可能にな

ります．

年間６号へと変更すると，特集号などが入った場合，通常論文の

掲載まで時間がかかるケースが生じます．この問題への対応として

は，受理と同時に多くの国際誌が行っているようなウエブ上での原

稿の公開を行えば，対処できます．

６号への変更に対応して，表紙のデザイン，紙質のリニューアル

を行い，新しい地質学雑誌へのイメージチェンジを図る．地質学会

ニュースは毎月発行を堅持しつつ，より内容の充実化を図る．また，

現在進められている地質学会ホームページのリニューアルと内容の

充実による情報発信機能の強化や，電子ニュースの配信開始など，

全体としての会員サービスや社会への情報発信機能の充実を全体と

して図るなかで，今回の隔月化を位置づける・・・といった内容で

議論を進めているところです．

最後に，100年以上も毎月発行を継続してきた地質学雑誌が隔月

化するのには，心情的にも抵抗があり，また，日本文化を守り，継

続していく観点からいっても，日本語を主体とする地質学雑誌の隔

月化は，心寂しい状況といわざるを得ません．多くの会員からの多

彩な総説や論説，ノートなどの投稿が目に見えて増加するならば，

隔月化という提案の変更はあり得ます．しかし，もしそうした状況

の改善がないならば，隔月化という方針をとらざるを得ないことを

率直に指摘しておかねばなりません．４月の評議員会では本提案に

対して活発な議論が行われ，今後広く会員の皆さんにも議論頂いて

基本的な方針を検討していくこととなりました．忌憚のないご意見

を理事会，地質学雑誌編集委員会企画部会、学会事務局にいただけ

れば幸いです．
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図２

図３



Island Arcへの二重投稿問題の報告とお願い

昨年と今年の２回，Island Arcへの二重投稿が発覚しました．昨

年は３年前に自国のISBN番号のある書籍に英文で出版済みの論文

を本誌に二重投稿したのが発覚し（地質学会ニュース９（8），p.18

左下に処分を報告），今年は16年前に自国の雑誌に自国の言語で出

版済みの論文をほぼそのまま英訳して二重投稿したのが発覚しまし

た．いずれも出版済みであることを明示せず，オリジナル論文とし

て投稿しましたが，査読段階で露見し，不要な二重出版をすること

は免れました．また一昨年には，過去の本誌論文の１つが，既に他

誌に出版されていた論文の序報である（つまり不要な出版をしてし

まった）ことが発覚し，序報の引用が欠落していた旨の訂正文をそ

の雑誌に掲載させたこともあります（地質学会ニュース，8（1），

p.12）．この機会に，我々編集長陣は，なぜ二重投稿をしてはなら

ないかの理由を明らかにして，投稿者に注意を促したいと思います．

同じ論文を複数の雑誌に投稿してはならない理由はいくつかあり

ます．その第１は，科学を維持・発展させるために，無償でその論

文原稿の査読と編集に時間と労力を割いている科学者に対して非礼

な行為だからです．既に出版済みの論文を再度査読する必要はない

はずです．第２は，元の論文の著作権は出版社が持っていることが

多く，それをそのまま別の雑誌に出版することは，著作権に関する

法的な問題を引き起こす可能性が高いということです．第３は，ほ

とんどの場合二重投稿は露見し，厳しい処分と悪評を被るからです．

国際誌の常識として，査読段階で発覚した場合，論文はリジェクト

され，少なくとも第一著者（または投稿者）のその雑誌への投稿が

数年間（本誌の場合は５年）禁止されます．出版後に発覚した場合，

その論文は文書での公示によって取り下げられ，広く報道される可

能性もあります．いずれの場合も，その著者の学界や職場における

地位と評価に悪影響を及ぼします．そして何よりも，二重投稿・二

重出版は資源とエネルギーの無駄です．

Island Arcへの電子投稿の際，「この原稿は本誌のみに投稿し，

他誌に出版済み，印刷中，投稿中ではないことを確認する」という

欄にチェックを入れることが各投稿者に要求されます．もしもその

原稿が二重投稿だった場合，このチェックが虚偽性の証明になりま

すので，心してこのチェックを入れて下さい．英語以外の言語で出

版済み（または印刷中・投稿中）の場合も，内容がほとんど同じで

あれば二重投稿になります．しかし，この場合，きちんと元の出版

物の存在を明示し，元論文の出版社の了解を得ていて，査読者・編

集者が共に本誌への出版の意義を認めれば，印刷されることもあり

ます．この場合，本誌に印刷される論文には元論文の存在が明記さ

れます．レビュー論文（総説）等において，過去の自分の論文の全

部または一部を断りなく切り貼りした場合も，二重投稿の疑い（他

人の論文の場合は剽窃や著作権の問題）を招くことがあります．講

演要旨や会議資料などに載せた自分のアイデアやデータを後で自分

の論文に再録する場合，二重投稿が問題になることは多分ありませ

んが，きちんと引用しないと，他人との間で先取権（priority）の

問題が起きた時に不利になります．最も安全なのは，もし投稿しよ

うとする論文の一部が既に出版されたもののコピーである場合は，

その旨を明示し，著作権者に了解を得た上で，問題の有無を編集者

に尋ねることです．「正直は一生の宝」と言います．

Island Arcは毎年数回の特集を組んでおり，特集は本誌の重要な

部分をなしています．我々は特集の編集責任者のご尽力に深く感謝

しております（別記参照）．しかし，特集の編集責任者には，我々

編集長陣や各編集委員と同様に，投稿された原稿を適切かつ迅速に

処理する義務があり，出版前の他人の原稿についての守秘義務など，

科学者としての高い倫理を持ってその任に当たっていただく必要が

あります．今回の二重投稿問題が，特集の編集責任者によって引き

起こされたことは特に残念なことです．この結果，その人は編集責

任者を辞任しました．また，特集の編集が遅れ，本来先に出版され

るべき序報が後になってトラブルを生じたり（前出），著者が余り

の遅れにクレームをつけ，編集委員長の判断で特集を解散させた例

もありました．本誌では今後も特集の提案を歓迎しますが，全ての

特集の編集責任者は，よくご自分の職責を自覚され，このような問

題が再び起こることのないよう，よろしくお願いいたします．

最後に，問題となった原稿の共著者はその内容についてある程度

の責任があるわけですが，主な責任は投稿した人（通常は第一著者）

にあり，処分は原則としてその人に対してのみ行うことを申し添え

ます．

Island Arc編集委員長

石渡　明・Simon Wallis

Island Arc編集事務局長

竹内圭史・角替敏昭

――――――――――――――――――――――

Island Arc編集委員長から
コクチェタフ特集編集責任者への謝辞

Island Arc編集委員長２名は，2000年に本誌第９巻３号に印刷さ

れた特集「カザフスタン北部コクチェタフ岩体の岩石テクトニクス

的特徴」の編集責任者であるJ. G. Liou氏および坂野昇平氏，そし

てこの特集の著者の皆様に感謝します．この特集に掲載された論文

の多くは，本誌の全論文中で最も被引用数が多く（ISIによる2005

年中の引用データに基づく），学界に大きなインパクトを与えたと

判断されます．５編の最も被引用数が多い論文を次に掲げます．

KATAYAMA I,, ZAYACHKOVSKY A. A. & MARUYAMA S.

2000. Prograde pressure-temperature records from inclusions in

zircons from ultrahigh-pressure-high-pressure rocks of the

Kokchetav Massif, northern Kazakhstan. Island Arc 9, 417-427.

OGASAWARA Y., OHTA M., FUKASAWA K., KATAYAMA I.

& MARUYAMA S. 2000. Diamond-bearing and diamond-free

metacarbonate rocks from Kumdy-Kol in the Kokchetav Massif,

northern Kazakhstan. Island Arc 9, 400-416. 

KANEKO Y., MARUYAMA S., TERABAYASHI M.,
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Islands Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 16 Issue１が2007年３月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．Issue４

は，特集号と通常論文からなります．日本語要旨を

紹介します．全文はオンライン（http://www.

blackwell-synergy.com）で無料閲覧できますので，

是非ご覧下さい．

（Island Arc連絡調整委員会）



YAMAMOTO H., ISHIKAWA M., ANMA R., PARKINSON C. D.,

OTA T., NAKAJIMA Y., KATAYAMA I., YAMAMOTO J. &

YAMAUCHI K. 2000. Geology of the Kokchetav UHP-HP

metamorphic belt, Northern Kazakhstan. Island Arc 9. 264-283. 

OKAMOTO K., LIOU J. G. & OGASAWARA Y. 2000. Petrology

of the diamond-grade eclogite in the Kokchetav Massif, northern

Kazakhstan. Island Arc 9, 379-399. 

MARUYAMA S. & PARKINSON, C. D. 2000. Overview of the

geology, petrology and tectonic framework of the high-pressure-

ultrahigh-pressure metamorphic belt

of the Kokchetav Massif, Kazakhstan. Island Arc 9, 439-455. 

Island Arc編集委員長

石渡　明・Simon Wallis
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問い合わせ：延原尊美

etnobuh@ipc.shizuoka.ac.jp

☆関東支部総会・研究発表会「関東
地方の地質」
６月10日（日）10：00～17：00

会場：早稲田大学国際会議場第１会議室

講演申込締切：３月30日（金）

講演要旨締切：５月10日（木）

http://www.geosociety.jp

○第21回太平洋学術会議：21s t
Pacific Science Congress
６月12日（火）～18日（月）

会場　沖縄コンベンションセンター

メインテーマ：「太平洋域における自然と社

会の多様性」

詳しくは，www.psc21.net

◯地質学史懇話会
６月16日（土）

会場：北とぴあ　901号室

加藤碵一：宮澤賢治と地質学ほか

http://www.geocities.com/jahigeo/jahigeo.

html

○GEOINFORUM-2007第18回日本情
報地質学会総会・講演会
６月21日（木）～22日（金）

会場　島根県民会館

http://www.jsgi.org/

◯日本古生物学会2007年年会・総会
６月29日（金）～７月１日（日）

会場：大阪市立大学

シンポジウム：古生代および中古生代におけ

る温室期の地球生物相

（29日）

http://ammo.kueps.kyoto-u.ac.jp/palaeont/

meeting-f.html

月　July
○Eurasian Geological Seminar
2007-Geodynamic Process of
Asia:Its Origin, Crustal Evolution,
and Natural Resources Potential-
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2007.5～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

☆印は，日本地質学会行事．

2007年
月　May

☆北海道支部総会・例会・特別講演
会
５月13日（日）

会場：北海道大学

問い合わせ：前田仁一郎

jinmaeda@mail.sci.hokudai.ac.jp

○日本地球惑星科学連合2007年大会
５月19日（土）～24日（木）

会場：幕張メッセ国際会議場

http://www.jpgu.org/

☆日本地質学会第114年総会（2007
年度代議員総会）
５月20日（日）17：00-19：00

会場　幕張メッセ（地球惑星連合大会内）

国際会議場３F，302会議室

http://www.geosociety.jp

○日本地下水学会2007年春季講演会
５月26日（土）

会場：千葉大学松戸キャンパス

http://www.groundwater.jp/jagh/

月　June
☆中部支部総会・シンポジウム・巡
検
６月９日（土）総会およびシンポジウム

「伊豆弧の衝突と中部日本のテクトニクス」

会場：静岡大学教育学部教育実践総合センタ

ー

６月10日（日）伊豆半島巡検
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７月18日（月）～28日（木）

場所：Mongolian University of Sciences

and Technology, Ulaanbaatar, MONGOLIA

問い合わせ先：Kazuhiro Tsukada

E-mail;tsukada@num.nagoya-u.ac.jp

Fax: +81-52-7895896

月　September
☆日本地質学会第114年学術大会
９月９日（日）～11日（火）

会場　北海道大学（札幌市）

月　October
○第３回国際シンポジウム“東およ
び 南 ア ジ ア の 地 質 学 的 解 剖 ”
（IGCP516）
10月８日（月）～14日（日）

場所：インド・デリー大学

http://staff.aist.go.jp/hara-hide/igcp516

月　November
○第４回“Gondwana to Asia”国際
シンポジウム・国際ゴンドワナ研究
連合2006年学術大会
11月８日（木）～10日（土）

会場：九州大学・西新プラザ

問い合わせ先：gond-asia@scs .kyushu-

u.ac.jp：中野伸彦（九州大学）

http://www.scs.kyushu-u.ac.jp/earth/

2007gond-asia/

◯ロンドン地質学会200年記念式典
（BICENTENARY of the GEOLOGICAL
SOCIETY OF LONDON 1807－2007）
11月12日（月）～13日（火）

会場：The Geological Society of London,

Burlington House, Piccadelly, London

巡検：11月９日～11日 : the Isle of Wight.

URL : www/geolsoc.org.uk/bicentenary

◯第５回火山都市国際会議島原大会
11月19日（月）～23日（金）

会場：島原市・雲仙岳災害記念館・島原復興

アリーナ

主催：島原市・NPO法人日本火山学会

http://www.citiesonvolcanoes5.com/jp/
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☆構造地質部会

2006年度例会報告

2007年３月16日～18日に構造地質研究会が構造地質部会に統合さ

れた最初の例会が和歌山県白浜の国民宿舎「ホテルBay Lily」にお

いて開催された．白浜で開催した理由は，地球深部探査船「ちきゅ

う」が９月より熊野灘で最初の掘削を開始すること，海溝型地震や

付加体研究などで紀伊半島はホットな話題があり，第四紀火山がな

い白浜で高温の温泉が湧出することも，興味を引いたからである．

当初心配された参加人数は60名にのぼり，大変盛況であった．２日

目の午前中は，山口大学　宮田雄一郎教授の案内で田辺層群のマッ

ドダイアピル巡検が行われ，参加者は一様に強い印象を受けていた．

この巡検を含み，朝８時半から食事を挟んで夜９時までのポスター

を含めたタイトなスケジュールで，会場はやや狭かったが，収穫の

多い例会となったと思う．プログラムの詳細，普及講演会の様子な

どは，構造地質部会のホームページ

http://www.geosociety.jp/organization/bukai/struct/struct-

index.html

をご覧頂きたい．講演要旨をご希望の方は，地質学会事務局に保管

されているので，問い合わせて頂きたい．また，今回の招待講演を

中心として，地質学雑誌特集号も組まれる予定である．なお，構造

地質部会の総会は札幌大会のランチョンか夜間小集会で開かれる予

定である．また，2007年度の例会は，石油地質や地震災害対策など

の応用地質分野とのジョイントで，新潟で開催される予定である．

例会終了後，18日午後２時から，田辺市の和歌山県立情報交流セ

ンターBig・Uにおいて，「東南海・南海地震の理解に向けて：紀伊

半島周辺での最新の研究」という表題で普及講演会が開催された．

講演は，東京大学教授 木村 学 会長の「東南海地震発生帯を直接見

る！」，および産業技術総合研究所・小泉尚嗣主任研究員の「地下

水の観測から東南海・南海地震の発生を予測する」というものであ

る．会場は50名余にのぼり，聴衆は大変熱心に受講し，２時間の予

定をかなりオーバーするほどの多くの質問が寄せられた．地震予知

の専門家の小泉先生から，「地震は予期せずに突然やってきます」

という指摘に，会場は緊張した空気も流れたが，防災の必要性を改

めて印象づけたのではないだろうか．この講演に関連した記事が３

月20日の地元の新聞（紀伊民報）に大きく取り挙げられた．

この例会・普及講演会が成功に終わったのは，今回の例会を運営

した構造地質部会事務局メンバーである重松紀生，大谷具幸，松田

達生，橋本善孝，廣野哲朗の諸氏の力の賜物である．また，普及講

演会に際しては，地元の新聞各紙，放送局，各自治体や学校などに

宣伝を取りはからっていただいた和歌山県立青陵高校・中屋志津男

氏をはじめとする地元の方々のご協力が大きかった．記して感謝の

意を表する．

（部会長　高木秀雄）

（参加者より）

新潟大学大学院自然科学研究科　博士前期課程２年　大橋聖和

去る３月16日（金）～18日（日）にかけて紀伊半島の南紀白浜に

おいて行われた日本地質学会構造地質部会の2006年度例会に参加し

たので，稚拙ながらも参加者の一人（特に学生からの目線）として

報告させていただく．

はじめに
今回の例会は，構造地質研究会が日本地質学会の部会として新生

して初めてのものであった．ここ数年は過渡期にあたっていたため，

例会は開催されておらず，従って私も含めて学部生や院生は初参加

の方がほとんどだったようである．そもそも今回の例会は昨年の日

本地質学会高知大会において具体的に立案・アナウンスされたのだ

が，私は部会長の高木秀雄さんや庶務担当の重松紀生さんの熱い意

気込みに感化されて参加に至った．所属学科内でも参加に積極的な

声が聞かれ，新潟大からは５人の学生が発表することとなった．

セッション・巡検
さて南国の風を感じ，巨大なフェニックスを横目にしつつ，会場

であるホテルに到着した．ロビーで受付を済ませ，セッション会場

であるホテル内の会議室に向かうと...なんと用意された椅子はほと

んど参加者で埋まっていた！ 椅子が少なすぎた訳ではなく，当初

の予想を上回る参加人数だったようだ．すわ立ち見か？！とよぎっ

たが，事務局が気転を利かせて即座に椅子を増設し，事無きを得た．

発表は構造地質関係多岐に渡り行われたが，主に付加体関連，西南

日本の地質体・MTL関連，古応力関連，断層岩関連，そして舞台

である紀伊半島関連に分けて講演が行われた．また，地球物理学的

な観点からの招待講演も幾つか行われ，改めて地質学的事象との関

連性や共通の問題点を確認する良い機会となった．特に個人的には

伊藤谷生さんが講演なさった深部反射法地震探査の結果と日本列島

地体構造についての最新の発表に興趣を感じ，内帯側と外帯側では

地下構造が全く異なること，東北日本と西南日本の対比問題，瀬戸

内海直下の構造の問題，沿海州でこそ解ける問題など，大変興味深

く拝聴した．近年様々なバリエーションの存在が明らかとなってい

るスロー地震に関しては，付加ウェッジ内のかなり浅い場所でも起

きていることが報告され，このような現象が実際に陸上で観察され

るどのような変形に対応するのか，そしていよいよ始まる南海地震

発生帯掘削との関係など，様々なテーマの新知見と新たな問題にタ

イムキーパーもベルを鳴らすのを忘れるほど（？）聴き入った．

MTLの西南日本での正断層活動に関する発表も面白く，また，砂

箱実験の画像解析やマッドダイアピルの形成実験の動画などは，発

表時間が過ぎても「もっと見せてくれ」との声が上がるほどであっ

た．夕食後に行われたポスター発表はさらに多岐に渡り，陸から海

まで，地表から下部地殻まで，黒瀬川から活断層まで，天然から実

験まで，大変バリエーションに富んでいた．これだけそろうとすべ

てを見るのは大変なように感じるかもしれないが，発表数が限られ

ていることと，ポスターサイズを小さくした（物理的な制約で）こ
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写真左．３日間とも満席だった発表会場．写真中．懇親会の様子．後ろにはポスターが見える．写真右．マッドダイアピルと砂岩岩脈を観

察する参加者．



とで，いろんなテーマの内容のエッセンスを一度に味わうことがで

きるように感じた．大規模な学会だと，対象外のテーマの発表は素

通りしてしまうかもしれないが，このあたりは“手の届く範囲”で

あることを実感する．二日目の午前には，宮田雄一郎さんの案内で

ホテルから南へ10kmほどの田辺層群中のマッドダイアピルを巡検

し，非常に生々しく奇怪な産状に頭を悩ませた．また，この日の夜

にはポスター会場を使って大規模な懇親会が行われ，大変な盛り上

がりであった．酒の席ということもあり，学生同士や先生との議論，

交流，情報交換が大いに弾み，貴重な時間となった．同じ分野に居

ながらも交流のない研究者とひざをつき合わせて話ができるのは非

常に貴重な機会であり，今回のようにホテルが会場を兼ねているか

らこそできたことである．また，本場紀州の梅酒にも酔いしれ，遅

くまでポスター会場改め宴会場は賑わった．

ここが良かった構造部会
個人的な感想ではあるが，今回の例会に参加してよかった点を幾

つか挙げたい．まず日程であるが，従来行われていた構造地質研究

会の例会はもう少し早い時期（12月）に行われていたことが多かっ

たようだが，学生にとっては卒論や修論の追い込み時期と重なり，

参加は厳しいだろう．一方で今回のような時期は，卒論，修論の結

果を発表するタイムリーな場として学生にとってはちょうど良い．

また，５月の地球惑星科学連合大会への叩き台にもなるだろうし，

間違いなく新年度への良い起爆剤になる．３日間の日程であったが，

初日の発表は午後からであり，また三日目の発表は午前中で終了

（午後は普及講演が行われた）したため全体としてゆったりとした

スケジュールで，往復の移動の都合も良かったのではないだろうか．

ただし，教職員にとっては年度末の忙しい時期を３日間も留守にす

るのは負担が大きすぎるかもしれない．いずれにしても学生は時間

があるだろうから（？），大いに参加してほしい．発表に関しては，

肩肘張らずにざっくばらんなところが一番の魅力ではないだろう

か．学生身分では，大きな学会だと質問することに躊躇してしまう

こともあるだろうが，私も今回は口頭発表に対して質問をする機会

に恵まれた．ポスター発表でも，発表する側，聞く側両方にとって

間違いなく中身の濃い時間になっていたと思う．加えて，発表を行

う学生に宿泊費の割引が適応されたことも，大変有り難かった．ホ

テルの食事も値段からすれば大変豪勢であり，紀伊半島の海の幸を

堪能することができた．

次回は？　学生も，ぜひご参加を！
さて，次回の構造部会例会の開催場所はと言うと…実は新潟で行

うことが決定している．開催場所はまだ確定していないが，日程は

今回と同時期の年度末に行う予定であり，見学旅行も計画している

（暖冬であれば巡検も可能）．１回目がこれだけ大盛況に終わると，

２回目は反動で…なんて嫌な予感がしてしまうのだが，そのような

ことがないように学生側からも盛り上げていきたいと思っている．

とにかく学生にとっては発見や出会いが多く，研究に対する意欲を

ますますかき立てられる大変良い機会である．新潟大の学生も，そ

れぞれが問題意識と達成感，そして来年度への原動力を得て締めく

くったようであった．構造部会へは，意思さえあれば誰でもすぐに

メンバーになれるので，興味のある学生は是非この機会に決意され

てはいかがだろうか．また，（私は去年の高知大会が初めてであっ

たが，）ランチョンや夜間小集会に積極的に参加しても良いのでは

ないかと思う．次回新潟での例会は，今回の経験を生かした対応，

そして日本酒と魚介類に関しては粗相の無いように準備を行う予定

ですので，ご期待頂ければと思います．最後に，末文ながら，構造

地質部会発足と今回の例会開催にご尽力された構造部会事務局およ

び関係者の皆様にお礼申し上げます．
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例会のご案内

１．日程

2007年６月２日（土） 講演（口頭発表・ポスター発表）・懇親会

２．会場

長崎大学総合教育研究棟２階多目的ホール（〒852-8521 長崎市

文教町1-14）

３．「講演申し込み」・「懇親会申し込み」

講演応募（口頭発表は15分を予定）は講演題目・著者（所属）・

講演方法（口頭発表あるいはポスター発表）・使用機材（ビラ，ス

ライド，OHP，液晶プロジェクター）・発表者の連絡先および懇親

会（講演会終了後，会費一般5000円，学生2500円を予定）に参加さ

れる方は名前を明記の上，下記（西日本支部事務局庶務）まで郵

送・ファックスあるいはメールして下さい．なお，講演申し込みの

期限は５月21日（月）必着まで，懇親会は５月28日（月）までとし

ます．

講演をされる方は，地質学会の講演要旨原稿フォーマットに沿っ

て作成し，プリントアウトした講演要旨を５月28日（月）必着まで

に下記まで“郵送で”送って下さい．

４．参加費：一般2000円，学生1000円

５．宿泊は各自手配して下さい．

６．問い合わせ先

〒890-0065

鹿児島市郡元1-21-35

鹿児島大学理学部地球環境科学科

井村隆介

電話：099-285-8144，FAX：099-259-4720

e-mail: imura@sci.kagoshima-u.ac.jp

支部コーナー

☆西日本支部
案内



総会・シンポジウム・巡検のお知らせ

中部支部では以下の通り2007年支部年会を静岡大学で開催しま

す．あわせてシンポジウムと地質巡検を計画しましたので，皆様是

非ご参加ください．詳細と参加申し込みは下記をご参照ください．

日時：2007年６月９日（土）

受付開始　９：30，

支部総会　10：30-12：00，

昼食（幹事会）12：00-13：00，

シンポジウム　13：00-18：00，

懇親会　18：30-20：30

会場（総会-シンポジウム）：静岡大学静岡キャンパス教育学部Ｌ棟

３階多目的実習室．当日は土曜日なので，全部の入り口の鍵がロッ

クされています（アルバイト学生が会場建物の玄関入口に案内に

立っています）．

静岡大学への交通：

・JR静岡駅北口前（エクセルワード静岡ビル前）から、静岡鉄道

バス13番線乗場にて静岡大学行き又は大谷（おおや）行きに乗車し、

静岡大学前下車（所要時間約20分）．片道280円．バス停より会場ま

で徒歩で，坂道10分弱です．

静岡駅バス停地図（13番のりば：美和大谷線）：

http://data.shizutetsu.co.jp/nanj/polelist.do?busstopcode=10010

時刻表（土日祝）

http://data.shizutetsu.co.jp/nanj/table_frm.do?dataType=3&bus

stopcode=10010&polecode=13

・大学の位置は下記HPにあります．お車でお越しの方は，６月１

日までにメールで延原までご連絡ください（etnobuh@ipc.

shizuoka.ac.jp）．駐車場位置図をPDF書類でお送りします．来客

として正門守衛詰所で臨時駐車許可証を発行してもらって下さ

い．所定の駐車場をご利用下さい．

キャンパスマップ：http://www.shizuoka.ac.jp/guide/b-2-1a.

html

＊静岡大学総合案内・交通案内：

http://www.shizuoka.ac.jp/guide/b-2.html

＊昼食について：大学生協第１食堂は11：00-13：00まで営業して

います．周囲には他にお店がありませんので，お弁当を用意され

るのもよいかと思います．

・シンポジウム「伊豆弧の衝突と中部日本のテクトニクス」：
伊豆弧の衝突は、沈み込み三重会合点の進化と直接関係しており、

プレートテクトニクス研究の上でも重要な位置を占めるとともに、

中部日本のテクトニクスの根幹を握っています。本シンポジウムは、

この問題を次の４つの構成で討論する予定です。

【1】伊豆弧の衝突テクトニクス
新妻信明（静岡大）：伊豆弧の多重衝突とプレートテクトニクス

高橋正樹（日大）：伊豆弧の衝突テクトニクスとマグマ活動

【2】伊豆弧衝突と中部日本の変形
木村治夫（産総研）：伊豆弧の衝突と丹那断層周辺の変形

原山　智（信州大）：日本アルプスの隆起と伊豆弧の衝突

狩野謙一（静岡大）：伊豆弧の衝突と中部日本の変形

星　博幸（愛知教育大）：中部日本における中央構造線の屈曲形

成に対する新知見：長野県高遠地域の平行岩脈群と西偏古地磁気

方位

竹内　章（富山大）：中部日本の活断層

林　愛明（静岡大）：伊豆弧衝突帯の活断層

【3】中部日本の火成作用と伊豆弧衝突
石渡　明（金沢大）：伊豆・マリアナ弧周辺の海底基盤岩と伊豆

前縁衝突帯の火成岩・変成岩

田村芳彦（IFREE）：伊豆弧の火成活動と海洋島弧地殻の発達

三宅康幸（信州大）：中部日本の前期更新世火山岩類と伊豆弧衝

突

【4】伊豆弧衝突と地質・生物の変遷
延原尊美（静岡大）・池原　研（産総研）：テクトニクスが創る生

物多様性：伊豆弧北端部の貝類遺骸群集

小澤智生（元名古屋大）・野坂大輔（気象庁）：中部日本相良地域

の中新世前期の付加体女神ユニット

新妻信明（静岡大）：伊豆半島の地質と衝突テクトニクス

・ポスター発表（地質学関係であれば，テーマは特に限定しません）

も公募しています．ポスターサイズ等特に指定はありませんが，

テープ・画鋲等は各自でご用意ください（会場は，シンポ会場の廊

下・階段などのフリースペース・懇親会会場等を検討しています）．

とくに，能登半島地震に関する速報的な発表をしていただける方が

おられましたら是非お願いいたします．

・参加費（総会・シンポジウム）：無料

・懇親会：18：30-20：30（生協第２食堂にて．会費：5,000円程度

を予定）

・宿泊：宿泊情報の提供・斡旋は静岡大学生協トラベルセンター

（担当：青萩，連絡先 054-237-1160/Fax 237-8440, e-mail : shizudai-

travel@cc.wakwak.com）でも行っています．ご相談ください．

・巡検「伊豆半島の地質」のご案内：シンポジウムに併せて，

以下の要領で巡検を企画しました．ふるってご参加ください．申し

込みは下記参加申し込み先まで．

・案内者：新妻信明

・費用：3,500円程度（フェリー代，昼食代，燃料代などの実費）．

静岡大学のバスで移動します．自家用車で参加される方はその旨ご

連絡下さい．ガソリン代，フェリー代などの実費はご負担願います．

・巡検定員：20名程度（大学公用車利用,自家用車の方は別枠で参

加可）

・日程：2006年６月10日（日）．静岡大学をバスで7：00出発-7：30

静岡駅前で参加者ピックアップ-8：50 清水港フェリー乗り場・乗

船-9：20 清水港出港－10：25 土肥港着―松崎―堂ヶ島―宇久須―

湯ヶ島―城―下白岩－17：00 JR三島駅解散予定（参考：新幹線ひ

かり，東京方面17：30，名古屋方面17：50）．

・見学ポイント：伊豆半島が火山フロントになる前の火成活動か

ら，本州弧衝突直前までの地質諸現象を見学します．中新統仁科層

群一色玄武岩，鮮新統堂ヶ島火山岩類，中新統湯ヶ島層群，中新統

白浜層群（大型有孔虫化石露頭），更新統横山シルト岩．詳しくは，

日本地方地質誌「中部地方」（朝倉書店）の17.1～17.6（p. 394-405）

21.8（p. 488-489）を参照ください．

・資料：総会会場および集合場所で巡検資料を配布します．

【すべての参加申し込み先】準備の都合がありますので，５月16日

（水）までに

参加内容（総会，シンポジウム，懇親会，巡検，ポスター発表

（ポスタのサイズ）についてそれぞれ），連絡先（e-mailが望ましい）

を明記して，お申し込みください．

延原尊美

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836

静岡大学教育学部地学教室

e-mail : etnobuh@ipc.shizuoka.ac.jp

TEL/FAX : 054-238-4632．
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2007年度総会と
講演会・研究発表会のお知らせ

関東支部では，2007年支部総会を下記のとおり開催いたします．

総会の成立には支部会員の1/30以上の出席（委任状可）を必要とし

ますので，多数の支部会員のご参加をお願いします．総会に出席で

きない方は，下記委任状に必要事項を自署いただき，FAXまたは

郵送にて御送付お願いいたします（６月５日必着）．

なお，同時に開催する講演会・研究発表会は会員以外の方も自由

に参加できます（無料）．

日　時　2007年６月10日（日） 10：00～17：00

場　所　早稲田大学国際会議場３階　第一会議室

JR山手線高田馬場駅から学バス（02）早大正門行き

終点下車徒歩３分

東京メトロ東西線早稲田駅から徒歩５分

内　容

１　関東支部総会

関東支部の今期１年間の活動方針を提案します．

２　研究発表会

関東地方の地質研究の発展および若手への研究発表の場の提供を

目的とした研究発表会です．卒論・修論の内容や土木地質の調査結

果などを発表し，意見交換や交流の場とすることを目的としていま

す．講演プログラム等の詳細については，次号および関東支部HP

でお知らせします．

関東支部HP：http://www.geosociety.jp/branch/kanto/index.

html（学会HPから支部コーナーへお入りください）

2007年度支部幹事選出のお知らせ

2007年関東支部総会は2007年６月10日（日）に開催されます．

総会に先立ち，日本地質学会関東支部細則第一条にもとづき下記

要領で2007年度の支部幹事選出を行います．

立候補期間：2007年５月１日（火）～20日（日）

立候補の方法：候補者（支部会員）は氏名，所属，連絡先を下記に

届け出てください．

また推薦の場合は上記に加え，推薦者（支部会員）の氏名，所属，

連絡先も届け出てください．

受付先：日本地質学会関東支部あて．メール，郵送，FAXにより

受け付けます．

〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル内

FAX：03-5823-1156

メール：main@geosociety.jp

見出しの最初に「関東支部選挙」と必ず入れてください

関東支部選挙管理委員会

委員長　安間　恵

委員　　上砂正一

川合将文

日本地質学会関東支部細則

支部長および幹事の選出

第１条　幹事の選出は，つぎの方法による．

（1）幹事会は任期最終年度の２月末までに，支部会員の中から選挙

管理委員３名を選任し，選挙管理委員会を構成する．選挙管理委

員会は幹事の選挙に関する事務を行う．

（2）選挙人および被選挙人は支部会員とする．

（3）選挙管理委員会は，本会ニュース誌により，期日および方法を

当該年度の４月末までに明示して，幹事候補の推薦および立候補

を求める．候補者の推薦は，推薦者（支部会員）の名を記して支

部会員１名を推薦するものとする．

（4）幹事候補者が定数を越えた場合，選挙管理委員会は，本会

ニュース誌により幹事候補者名簿，投票期日および投票方法を公

示して，支部総会において支部総会参加者による無記名投票を求

める．

（5）選挙管理委員会は得票数順で当選者を決定する．選挙管理委員

会は，その結果を総会に報告し，任務を終える．

（6）幹事候補者が定数を越えなかった場合は，候補者名簿等の公示

および投票を省略して全候補者を新幹事として決定できる．
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＜委任状；2007年６月５日（火）必着＞
委任状送付先：〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F

日本地質学会事務局気付　関東支部事務局（FAX 03-5823-1156）

関東支部総会委任状

2007年６月10日（日）開催の日本地質学会関東支部総会に出席できませんので，当日一
切の議決権を　　　　　　　　　　君（又は，議長）に委任します．

2007年　　月　　日
住　　所：

会員氏名：　　　　　　　　　　　　　　印



2005年５月にドイツのゲッチンゲン大学に留学してから，ほぼ２

年が経過しました．今回はドイツにおける私の留学生活の一端をご

紹介したいと思います．

大学の概要

ゲッチンゲンはメルヘン街道のほぼ中央に位置し，古くから大学

町として知られています．人口は13万人ほどで，その多くは大学関

係者のようです．大学は1737年創立で，かのグリム兄弟が教鞭を

執ったことでも有名です．特に数学と物理学は実績があり，ガウス

やプランクもここで教えていたそうで，現在まで40人のノーベル賞

受賞者を輩出しています．なぜそんなに多くの優秀な学者がいたの

かという疑問が浮かびますが，その答えとしてよく挙げられるのが

「他にやることがないから」だそうです．これは半分冗談，半分本

当というのが私の感想です．実際，われわれ地球科学センターのあ

る北キャンパスは町の中心部である旧市街から３km離れたところ

にあり，周囲には飲み屋はおろか店が全くありません．そのおか

げ？で私の生活もほとんどが家と大学の往復であり，ストイックに

研究を進められる大きな要因となっています．

さて，われわれの地球科学センターですが，Geob io logy ,

Geochemistry, Isotope Geology, Crystallography, Petrology,

Sedimentology and Environmental Geology, Structural Geologyの

７つの研究グループから構成されており，私はGeobiologyグループ

に所属しています．１グループに教官10人弱ずつが配属，６階建て

のビル２棟を使用しており，ドイツの地球科学系学部の中でも比較

的規模は大きいようです．また博物館も併設されており，学芸員を

目指す学生が実践を通して学ぶこともできます．この博物館には重

要な品々が収蔵されているのですが，第二次世界大戦の戦中戦後の

混乱によって収蔵品がバラバラになってしまったらしく，この前も

マンモスの模式標本が倉庫から再発掘されていました．

ドイツの大学では，学生はDiploma（修士相当）を５～６年かけ

て取得するのが一般的でした．しかし最近は世界標準にあわせるた

めにBachelor（学士）とMaster（修士）の制度に移行しつつあり

ますが，Bachelorはまだまだドイツ社会での認知度は低いようで，

多くの学生はMasterまで進むことが多いようです．学生はセメス

ターの授業以外にも，夏期・春季の休暇中にプラティコムという１

週間程度の実践的演習をいくつか履修したり，巡検に行ったりと，

日本の地質系学生に比べるとかなり忙しいように感じます．しかし，

ドイツは当然ながら地質の名所が多く，学生巡検で有名な模式地を

訪れたり，始祖鳥が発見された採石場で化石採集ができたりと，地

質を学ぶには最高の環境だと言えます．博士課程に進む場合は，私

もそうですが，学生のほとんどが何らかの形で雇用されており，授

業料を払って博士課程に進むという日本とは状況が違うようです．

ただしこれは言い換えると，大学からの金銭的な支援なしに博士課

程に進む学生がほとんどいないということでしょう．ちなみに，

ゲッチンゲン大学では博士号を取得すると，大学のメインホールで

の学位授与式の後，街のシンボルであるがちょう姫の像にキスをし

て祝う伝統があります．私も１年後にこのセレモニーに参加できる

ように日々がんばっているところです．

研究について

私はドイツに留学する前はジュラ系石灰岩，特に鳥巣石灰岩につ

いての炭酸塩堆積学的研究をしていました．具体的には，ひたすら

山に分け入って地質図を作成したり岩石サンプルを採集したりし

て，その後はただただ薄片を作成・観察するという，伝統的炭酸塩

堆積学を体現するような研究スタイルでした．ドイツに留学するこ

とが決まった時にも，ドイツといえば鳥巣石灰岩の名付け親である

ナウマン博士の母国であり，さらには炭酸塩岩研究の素晴らしい伝

統があるということで，それまでの研究がさらに深化していくのか

と思っていました．しかしその予想は全く外れていました．研究

テーマにはトゥファ（tufa）というものが選定され，それまでとは

別の方向に進むことになってしまいました．トゥファといっても恐

らくこれを読んでいる大半の方はご存じないと思いますが，トゥ

ファはカルスト地域に発達する現世の淡水成炭酸塩堆積物であり，

陸成ストロマトライトと呼ばれることもあります．

近年，とりわけ欧米において地質学と生物学が融合した研究が盛

んに行われており，地球物理学や地球化学などと同様に地球生物学

（Geobiology）という分野が確立されつつあります．特にドイツで

はマックスプランク研究所海洋微生物学部門が中心となり，リボ

ソームRNAをターゲットとしたオリゴヌクレオチドDNAプローブ

を用いたFISH（fluorescence in situ hybridization）によるバクテ

リアのその場検出法や，微小電極を用いた微生物代謝活動の評価法

が開発され，環境微生物学が大きく進展してきました．そしてごく

最近，これらの手法を用いて地質学的なトピックを環境微生物学的

に研究する試みがドイツの地質学者と微生物学者によって発案され

たのです．

炭酸塩堆積学の分野ではかねてよりストロマトライトをはじめと

する微生物岩が地質時代を通して出現すること，そしてその消長が

地質時代を通して変動することが知られていました．微生物の石灰

化は，サンゴや脊椎動物といった高等動植物の石灰化とは異なり，

周囲の環境に大きく影響されることから，この微生物岩の出現頻度

の変動は海水化学組成（特に炭酸カルシウムの過飽和度）の変動を

反映していると考えられてきました．これまでに微生物の石灰化が

起きる条件やメカニズムについては多くの作業仮説が提唱されてき

ましたが，現在の海水環境にはほとんど微生物岩が見られないため，

これらの仮説を検証することが難しかったのが実情でした．そこで

微生物活動が炭酸カルシウムの沈殿に与える影響を微生物学的に研

究する対象として，石灰化された微生物堆積物であるトゥファに注

目が集まったわけです．現在，私はマックスプランク研究所海洋微

生物学部門の微小電極グループなどとともにpH，O2，Ca2+，

CO32－微小電極を用いた測定やFISH，レーザー走査型共焦点顕微

鏡といった最新の環境微生物学的手法を用い，微生物活動が炭酸塩

鉱物の沈殿に与える影響を研究しています．また，最近では物質の

フラックス計算や酸性官能基の解離平衡計算もやったりと，２年前

からはおよそ想像することのできないほど研究スタイルが変わって
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院生コーナー

白石史人
ゲッチンゲン大学地球科学センター

博士課程研究員

ドイツ留学体験記

大学のメインホール．学位授与式もここで行われる．



しまいました．しかし，私はもともとこのような研究をすることを

望んで留学したわけではなく，たまたま留学した先がそのような研

究をやっていたというだけであり，図らずも最先端の地球微生物学

（Geomicrobiology）を学ぶことができたのは幸運だったと思います．

海外で学ぶ

私は週に１回くらいのペースで，ドイツ語のクラスで知り合った

留学生仲間（ほとんどがD生かポスドク）と飲みに行っています．

まともな飲み屋は旧市街にしかないので，飲みに行くとなれば往復

６kmの道のりですが，いろいろな国から来た学生たちの話を聞く

ためになるべく参加するようにしています．彼らと話していて感じ

るのは，彼らは母国以外の国に行くことにそれほど抵抗を感じてい

ないということです．彼らの口癖は「雇ってもらえる国に行く」と

いうことです．昨今の博士号を取得した学生の就職難というのは日

本に限ったことではないようですが，世界を見渡せばチャンスは結

構あるというのが彼らに共通した認識のようです．もちろん彼らが

それぞれの国の学生の平均的な姿を反映しているとは思いません

し，日本と地理や文化が違うこともあるでしょう．しかしそのよう

な考え方をした同世代の人間が世界には少なからずいるということ

に私は感銘を受けました．私は今のところドイツに永住したり，世

界を渡り歩いて研究をしたりすることは考えていませんが，海外の

大学で数年間学ぶだけでもいい経験になると思います．実際に留学

するとなれば，自分を取り巻く状況やタイミングなど様々な要因が

関わってくると思いますが，諸々の条件が整うのならば留学してみ

るのもいいかもしれません． 最近はインターネットもあり，日本

に帰ってきたら浦島太郎気分なんてこともあまりありません．ただ

し日本のお笑い芸人の入れ替わりは激しく，半年に１回帰国しても

話についていくのは難しいですが．．．

関連するwebサイト

ゲッチンゲン大学地球化学センター地球生物学部門

http://www.geobiologie.uni-goettingen.de/index_e.html

研究プロジェクトのページ

http://www.geobiologie.uni-goettingen.de/index_research_group.

html
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写真（左）．学生巡検の様

子．始祖鳥が発見されたゾ

ルンホーフェンの採石場で

化石採集をした．

写真（右）．学位取得後の

セレモニー．町のシンボ

ル・がちょう姫の像にキス

をする新博士たち．

2007年の会費払込について
2007年４月～2008年３月の会費額は下記の通りです．未納の方には督促請求書を送付いたしますが，早急にご送金をお願いいた

します．督促請求は５月末頃の予定です．
基本的な請求額は下記①です。アイランドアークを冊子購読されている方は②の金額を加算します．

１．次回自動引き落としについて（2007年およびそれ以前の会費が未入金の方対象）
次回は，６月25日（月）に引き落としの予定です．まだ会費を未入金の方で今後自動引き落としを希望される方は，「自動払込

利用申込書」（巻末掲載）をご利用の上，５月11（金）までにお申し込み下さい．

２．自動引き落としの新規申込を受け付けています．登録口座変更の場合もあらためて申込書をお送り
下さい．
学会としては，自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いいたし

ます．申込は随時受け付けています．

（日本地質学会会計委員会）

会員資格 ①2007年４月～2008年３月分会費
②アイランドアーク購読料
（購読者のみ請求）

※注：大学院に在籍し，定収のない方で所定の申請をされた方のみに適用します．2007年度分までの申請は終了しています．

正会員 12,000円 8,000円

〃　院生割引　※ 8,000円 6,000円

準会員（学部学生） 5,000円 6,000円

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸い
です．
tksmcdr@hiroshima-u.ac.jp 高島千鶴（広島大）
iba@eps.s.u-tokyo.ac.jp 伊庭靖弘（東京大）
s059702@matsu.shimane-u.ac.jp 河野重範（島根大）
f04j003d@mail.cc.niigata-u.ac.jp 梅津慶太（新潟大）



SMBCファイナンスサービス株式会社 
（旧株式会社三井ファイナンスサービス） 

SMBCファイナンスサービス株式会社 

日 本 地 質 学 会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533東京都港区三田3－5－27
〒108-6350
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広告募集 

News誌に広告を掲載しませんか． 
　News誌の掲載広告を募集しています．学会の直接取り扱

いになりますので，カラー印刷・掲載サイズなどご相談に

応じます．ぜひご利用ください． 

申込・問い合わせ：日本地質学会事務局 
電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156 
e-mail ; main@geosociety.jp

表3

表2

表4

＜広告掲載価格表＞ 

（単位：円） 

カラー 

＋10,000 

－ 

－ 

－ 

版下作成 

＋10,000 

＋10,000 

＋10,000 

＋5,000

価格（モノクロ） 

60,000 

50,000 

40,000 

35,000

 

表４ 

表２ 

表３ 

普通 
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